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　新
聞
社
の
記
事
を
審
査
す
る
部
門
に
い
た
こ
ろ
、「
私
た

ち
」狩
り
を
す
る
先
輩
が
い
た
。
記
事
に「
私
た
ち
」と
い
う

表
現
が
出
て
く
る
と
、
か
み
つ
く
の
だ
。

　頻
度
が
高
い
の
は
社
説
だ
が
、
こ
れ
は
か
み
つ
く
対
象
に

は
な
ら
な
い
。「
私
た
ち
」は
社
説
の
担
い
手
、
あ
る
い
は
新

聞
社
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。「
私
た

ち
は
こ
う
考
え
る
」と
い
う
主
張
に
、
読
者
は「
あ
あ
そ
う

な
の
ね
、
あ
な
た
た
ち
は
そ
う
考
え
る
の
ね
、
私
は
全
く
賛

同
し
な
い
け
ど
ね
」と
突
き
放
す
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
で

「
私
た
ち
」が
一
般
の
記
事
に
顔
を
出
す
と
き
、
そ
れ
は
と

き
に「
有
権
者
」だ
っ
た
り
、「
納
税
者
」だ
っ
た
り
す
る
け

れ
ど
、誰
を
指
し
て
い
る
の
か
判
然
と
し
な
い
こ
と
も
多
い
。

新
聞
だ
け
じ
ゃ
な
い
。
テ
レ
ビ
か
ら
も
誰
の
こ
と
だ
か
よ
く

わ
か
ら
な
い「
私
た
ち
」を
含
む
コ
メ
ン
ト
が
流
れ
て
く
る
。

　響
き
の
よ
さ
を
超
え
て
連
帯
感
の
よ
う
な
も
の
を
醸
し
出

し
て
く
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
記
者
の
後
ろ
に
多
く
の
人

が
つ
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
。
で
も
、「
私
た
ち
の
暮
し
」

と
記
者
に
書
か
れ
て
も
、
あ
な
た
と
私
の
暮
し
を
一
緒
に
し

な
い
で
、
と
思
う
読
者
は
い
る
だ
ろ
う
。
読
者
と
の
一
体
感

を
願
っ
て
握
り
し
め
た「
私
た
ち
」が
、
さ
ら
さ
ら
と
指
の

間
か
ら
落
ち
て
い
か
な
け
れ
ば
い
い
の
だ
け
れ
ど
。

　な
ぜ
集
団
に
身
を
隠
す
よ
う
に「
私
た
ち
」な
ど
と
書
く

の
か
、「
私
」で
い
い
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
が
先
輩
を

駆
り
立
て
て
い
た
。
思
い
の
強
さ
に
押
さ
れ
、「
私
た
ち
」

が
目
に
つ
い
て
困
る
よ
う
に
な
っ
た
。
代
わ
り
に「
私
」が

新
聞
紙
面
に
ど
ん
ど
ん
増
え
た
ら
、
そ
れ
は
そ
れ
で
気
に
な

る
こ
と
で
は
あ
る
の
だ
が
。�

（
専
務
理
事

　江
木
慎
吾
）

記
者
は
な
ぜ「
私
た
ち
」と
書
く
の
か

「
私
た
ち
」と
は
い
っ
た
い
誰
な
の
か

最高値 日経平均株価の終値が史上最高値となった＝２月２２日午後３時、東京都千代田区の大和
証券のディーリングルーム� 撮影：渡部　直樹（毎日新聞社写真映像報道センター）
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クラブ月 報

　
２
月
は
研
究
会
・
記
者
会
見
が
23
件
、

試
写
会
が
１
件
に
、
府
中
刑
務
所
の
見
学

が
あ
っ
た
。
福
島
第
１
原
発
の
取
材
団
も

１
日
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
、
行
事
の
な

か
っ
た
平
日
は
２
日
と
29
日
の
み
。
平
日

が
19
日
し
か
な
か
っ
た
の
で
、
2
件
以
上

の
行
事
を
抱
え
た
日
が
８
日
も
あ
っ
た
。

ひ
と
月
に
15
件
を
超
え
る
と
多
い
と
言
い

な
が
ら
、
行
事
を
絞
っ
た
り
、
分
散
さ
せ

た
り
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
感
じ
る
。

　
２
月
に
あ
っ
た
研
究
会
は「
２
０
２
４

年
経
済
見
通
し
」「〈
政
治
と
カ
ネ
〉を
問

う
」「
大
学
ど
こ
へ
」「
能
登
半
島
地
震
」「
中

国
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」「
働
く
人
材

ク
ラ
イ
シ
ス
」「
地
方
自
治
の
い
ま
」。
年

初
恒
例
の
経
済
見
通
し
シ
リ
ー
ズ
が
終
わ

っ
た
月
に
、
日
経
平
均
株
価
が
最
高
値
を

更
新
し
た
。
予
想
ア
ン
ケ
ー
ト
の
問
題
に

も
な
っ
て
い
た
が
、
す
で
に
全
問
正
解
の

夢
破
れ
た
人
も
い
る
だ
ろ
う
。

　
記
者
会
見
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
外
務
省
政

務
局
長
の
ア
リ
ザ
・
ビ
ン
・
ノ
ン
さ
ん
、

航
空
安
全
推
進
連
絡
会
議
の
み
な
さ
ん
、

第
78
回
国
連
総
会
議
長
の
デ
ニ
ス
・
フ
ラ

ン
シ
ス
さ
ん
、
国
立
劇
場
建
て
替
え
問
題

に
伝
統
芸
能
実
演
家
の
み
な
さ
ん
、「
海

の
奴
隷
」救
出
に
奔
走
す
る
活
動
家
の
パ

テ
ィ
マ
・
タ
ン
プ
チ
ャ
ヤ
ク
ル
さ
ん
、
そ

し
て
駐
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
大
使
セ
ル
ギ
ー
・

コ
ル
ス
ン
ス
キ
ー
さ
ん
と
、
多
彩
な
ゲ
ス

ト
と
な
っ
た
。

　
国
立
劇
場
建
て
替
え
問
題
の
会
見
は
、

伝
統
芸
能
実
演
家
10
人
を
含
む
11
人
が
壇

上
に
並
ん
だ
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
攻
が
始

ま
っ
た
２
月
24
日
あ
た
り
に
駐
日
ウ
ク
ラ

イ
ナ
大
使
を
迎
え
る
の
は
恒
例
に
な
っ
て

ほ
し
く
な
い
が
、つ
ら
い
世
界
の
現
実
だ
。

コ
ル
ス
ン
ス
キ
ー
さ
ん
は
今
年
の
新
年
互

礼
会
員
懇
親
会
に
も
か
け
つ
け
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
と
ロ
シ
ア
が
停
戦
合
意
に
こ
ぎ
つ
け

る
か
否
か
が
問
題
と
な
っ
た
昨
年
の
予
想

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
結
果
を
少
し
複
雑
な

表
情
で
眺
め
て
い
た
。

　
23
の
研
究
会
・
会
見
の
う
ち
、
ゲ
ス
ト

に
女
性
が
含
ま
れ
な
か
っ
た
の
が
19
件
あ

っ
た
。

機
器
類
の
貸
し
出
し 

値
上
げ
に
ご
理
解
を

　
諸
経
費
の
高
騰
な
ど
か
ら
、
一
部
の
機

器
類
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て
４
月
か
ら
値

上
げ
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。ま
た
、

こ
れ
ま
で
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
た
も
の

の
一
部
を
有
料
に
、
い
ま
ま
で
貸
し
出
し

て
い
な
か
っ
た
も
の
も
有
料
で
お
貸
し
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
物
価
高
騰
の
折
、

心
苦
し
い
限
り
で
す
が
、
よ
り
よ
い
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
る
努
力
を
い
た
し
ま
す
の

で
、
ど
う
か
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
す
べ
て

の
料
金
表
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（https://

w
w
w
.jnpc.or.jp/inform

ation/
facilities

）に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

�

（
江
木
）

研
究
会
・
会
見
、
試
写
会
、
見
学
会

２
月 

26
件
の
行
事
ラ
ッ
シ
ュ

機器貸し出しの料金改定

品名 新しい値段（税込み） 今の値段
ブルーレイプレーヤー 4400 3850
モニターテレビ（52インチ） 5500 3850
大スクリーン 3300 2750
ユニット・ステージ 3300 1650
ポディウム・小（演台） 1650 1100
ポディウム・大（司会台） 2200 1100
金屏風（半双） 11000 3300
光回線使用料 8800 5500
ホワイトボード/掲示板 1650 0
９階会見場　アンプ 5500 0
10階ホール　アンプ 5500 0
偲ぶ会　祭壇（淡い水色スカート） 5500 0
スポットライト・９階用 11000 　　　－
スポットライト・10階用 16500 　　　－
ゲストチェア 1650 　　　－

※「今の値段」が「０」は、これまで無料で貸し出して
いたもの、「−」はこれまで貸し出していなかったもの

目
次

▼
今
月
の
ク
ラ
ブ
ゲ
ス
ト�

3▶

4

▼
会
見
リ
ポ
ー
ト�

5▶

10

青
木
賢
人 

金
沢
大
学
准
教
授
／
上
脇
博
之 

神
戸

学
院
大
学
教
授
／
佐
々
木
毅 

令
和
国
民
会
議
共
同

代
表
、
谷
口
将
紀 

同
主
査
総
括
／
伊
藤
公
平 

慶

應
義
塾
長
／
航
空
安
全
推
進
連
絡
会
議
／
室
﨑

益
輝 

神
戸
大
学
名
誉
教
授
／
小
笠
原
欣
幸 

東
京

外
国
語
大
学
名
誉
教
授
／
鶴
田
浩
久 

国
土
交
通
省

物
流
・
自
動
車
局
長
／
デ
ニ
ス
・
フ
ラ
ン
シ
ス 

第
78
回
国
連
総
会
議
長
／
国
立
劇
場
建
て
替
え
問

題
　
伝
統
芸
能
実
演
家
ら
／
清
水
一
郎 

日
本

バ
ス
協
会
会
長
／
パ
テ
ィ
マ
・
タ
ン
プ
チ
ャ
ヤ

ク
ル  

「
海
の
奴
隷
」救
出
に
奔
走
す
る
活
動
家

▼
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
レ
ス�

11▶

13

能
登
半
島
地
震

�

北
國
新
聞
社
　
山
本
佳
久

京
ア
ニ
事
件 

青
葉
被
告
と
面
会

�

朝
日
新
聞
社
　
戸
田
和
敬

自
民
党
派
閥
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
不
記
載
事
件

�

産
経
新
聞
社
　
荒
船
清
太

▼
特
集「
３
・
11
か
ら
13
年
」�

14▶

17

岩
手
の
防
災
・
復
興
教
育

�

岩
手
日
報
社
　
小
野
寺
隼
矢

原
発
処
理
水
放
出
に
中
国
禁
輸
　

�

河
北
新
報
社
　
伊
藤
卓
哉

放
射
性
廃
棄
物 

最
終
処
分

�

福
島
民
報
社
　
藁
谷
隆

帰
還
困
難
区
域

�

福
島
民
友
新
聞
社
　
菅
野
篤
司

▼
書
い
た
話
書
か
な
か
っ
た
話�

18▶

19

ひ
と
の
心
へ 

一
歩
で
も

萩
尾
信
也

▼
東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
取
材
団�

20

▼
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー�

21

山
本
龍
彦
さ
ん 

憲
法
学
者

�

朝
日
新
聞
社
　
村
井
七
緒
子

▼
記
者
ゼ
ミ�

22

▼
マ
イ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
マ
イ
Ｐ
Ｒ�

23

▼
写
真
回
廊�

24



3 ⃝日本記者クラブ会報　2024.3.10　No.649

今 月のクラブゲスト

青
あお

木
き

 賢
たつ

人
と

さん 金沢大学准教授（リモート登壇）

■１・29／出席：オ67人／「能登半島地震」⑤／司会：黒沢大
陸委員

上
かみ

脇
わき

 博
ひろ

之
し

さん 神戸学院大学教授（リモート登壇）

■１・29／出席：オ97人／「〈政治とカネ〉を問う」①／司会：
川上高志委員

伊
い

藤
とう

 公
こう

平
へい

さん 慶應義塾長

■２・７／出席：会25人、オ37人／「大学どこへ」⑦／司会：
黒沢大陸委員

室
むろ

﨑
さき

 益
よし

輝
てる

さん 神戸大学名誉教授

■２・８／出席：会21人、オ56人／「能登半島地震」⑥／司
会：黒沢大陸委員

小
お

笠
がさ

原
わら

 欣
よし

幸
ゆき

さん 東京外国語大学名誉教授

■２・９／出席：会30人、オ49人／「中国で何が起きている
のか」⑦／司会：高橋哲史委員

鶴
つる

田
た

 浩
ひろ

久
ひさ

さん 国土交通省物流・自動車局長

■２・14／出席：会20人、オ40人／「働く人材クライシス」①
／司会：今井純子委員

D
デニス

ennis F
フランシス

rancisさん 第78回国連総会議長

■２・15／出席：会13人、オ22人／司会：大内佐紀委員／通
訳：西村好美さん

清
し

水
みず

 一
いち

郎
ろう

さん 日本バス協会会長

■２・16／出席：会17人、オ42人／「働く人材クライシス」②
／司会：菅野幹雄委員

P
パティマ

atima T
タンプチャヤクル

ungpuchayakulさん 
「海の奴隷」救出に奔走する活動家、Labor Protection Network 
Foundation（LPN）共同創設者

■２・19／出席：会26人、オ22人／司会：早川由紀美委員／
通訳：粕谷麻里子さん

令和国民会議（令和臨調）

佐
さ

々
さ

木
き

 毅
たけし

さん 共同代表

谷
たに

口
ぐち

 将
まさ

紀
き

さん 同主査総括

■２・５／出席：会21人、オ55人／「〈政治とカネ〉を問う」②
／司会：川上高志委員

国立劇場建て替え問題 伝統芸能実演家ら

中
なか

村
むら

 時
とき

蔵
ぞう

さん 歌舞伎

吉
よし

田
だ

 玉
たま

男
お

さん 文楽

豊
ぶんの

 英
ひで

秋
あき

さん 雅楽

萩
はぎ

岡
おか

 松
しょう

韻
いん

さん 三曲

都
みやこ

 一
いっ

中
ちゅう

さん 古曲

杵
きね

屋
や

 勝
かつ

四
し

郎
ろう

さん 長唄

尾
おの

上
え

 墨
ぼく

雪
せつ

さん 日本舞踊

吾
あ

妻
づま

 徳
とく

穂
ほ

さん 日本舞踊

西
にし

川
かわ

 箕
み

乃
の

助
すけ

さん 日本舞踊

井
いの

上
うえ

 八
や

千
ち

代
よ

さん 日本舞踊

児
こ

玉
だま

 竜
りゅう

一
いち

さん 早稲田大学演劇博物館館長

■２・16／出席：会34人、オ28人／司会：中村正子委員

現役パイロットと管制官が考える羽田事故の
課題

永
なが

井
い

 丈
たけ

道
みち

さん 航空安全推進連絡会議議長
（国内航空会社機長）    

石
いし

井
い

 直
なお

人
と

さん 同副議長（航空管制官）

牛
うし

草
くさ

 祐
ゆう

二
じ

さん 同事務局次長（国内航空会社機長）

■２・８／出席：会31人、オ43人／司会：江川紹子委員

＊�下記のゲストの会見リポートは５～10ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36702/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36693/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36710/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36663/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36711/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36709/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36679/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36691/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36708/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36721/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36684/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36681/report
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⃝会見動画もYouTube日本記者クラブチャンネルで見ることができます⃝� 今月のクラブゲス ト

ゲスト全員の会見リポートは
右のQRコードを開きウェブサ
イトで読めます。出席欄の「会」
は会場、「オ」はオンラインの
参加人数です。

杉
すぎ

山
やま

 直
なおし

さん 名古屋大学総長

　「2022年度の収入は約1290億円。
04年度の1.6倍増だが、教職員の
人件費などの運営費交付金は13％
も減り、教職員の数を減らしてい
る」「小さい大学は本当に厳しい。
縮小均衡が続くと大学に未来はな
い」「国は基盤的経費をしっかりと
配分してほしい」

■１・30／出席：会18人、オ34人／「大学どこへ」⑥／司会：
黒沢大陸委員

福
ふく

本
もと

 智
とも

之
ゆき

さん 大阪経済大学教授

　「コロナ禍を経て中国経済の減
速ペースが速まった」。その理由
に不動産問題を挙げる。「不動産
販売・投資・着工は大幅減。不動
産販売価格の下落も鮮明。2030年
に住宅購入層の25−34歳人口がピ
ーク時より7000万人減になり、横
ばいの住宅需要がさらに減る」

■２・５／出席：会26人、オ53人／「2024年経済見通し」⑤
／司会：高橋哲史委員

牧
まき

原
はら

 出
いづる

さん 東京大学教授

　「今回の問題はリクルート事件
と違い、個人の責任以上に派閥の
責任である」「長期安定の与党自民
党を所与としない、政権交代を本
格的に受け止めた第３次統治機構
改革が必要だ」「与党は長期にわた
り野党に転落したときを見越した
党ガバナンスが必要だ」

■２・６／出席：会12人、オ49人／「〈政治とカネ〉を問う」③
／司会：佐藤千矢子委員

A
アリザ

liza B
ビン

in-N
ノン

ounさん イスラエル外務省政務局長

　「いま戦闘を止めると負けを意
味する」。パレスチナ自治区ガザで
のイスラム組織ハマスとの停戦を
否定した。「国際司法裁判所はイス
ラエルにガザでのジェノサイド阻
止のために策を講じるよう命じた
が停戦については触れていない。
自衛のための権利を認めている」

■２・６／出席：会23人、オ27人／司会：出川展恒委員／通
訳：大野理恵さん

北
きた

川
がわ

 正
まさ

恭
やす

さん 早稲田大学名誉教授

　「平成の政治改革で導入した小選
挙区比例代表並立制は妥協の産物。
政党交付金は政治資金の抜け道と
なり、今の裏金問題の要因になっ
た。だが失敗ではなく民主主義社会
を達成するための一里塚だった。令
和の改革には自民党若手議員の決
起、野党の協調と国民運動が必要」

■２・13／出席：会21人、オ33人／「〈政治とカネ〉を問う」④
／司会：小栗泉委員

宮
みや

武
たけ

 久
ひさ

佳
よし

さん 東京理科大学嘱託教授

　共同通信社を退職後、大学で教
鞭を執る。あるべき大学像として
「在学期間を10年に」「飛び級を許
し、17歳以下も入学させる」など
を提言した。大学改革が進まない
原因として「運営主体が国か行政
か学長か理事長かあいまいでリー
ダーシップが発揮できない」。

■２・15／出席：会9人、オ25人／「大学どこへ」⑧／司会：
元村有希子委員

柳
やなぎ

沢
さわ

 幸
ゆき

雄
お

さん 北鎌倉女子学園園長、  元開成学園高等学校校長

　日米で教鞭をとった柳沢さん。
入口主義の日本では「企業が大学
名を評価基準にして社員を採用す
る限り、大学生が勉強するインセ
ンティブはない。社会人は終身雇
用で、学ぶ必要がなく、勉強時間
は1日13分」と指摘。終身雇用から
ジョブ型雇用への転換を訴えた。

■２・16／出席：会11人、オ22人／「大学どこへ」⑨／司会：
倉澤治雄委員

山
やま

本
もと

 佳
か

世
よ

子
こ

さん 電気通信大学教授

　「能登半島地震では道路データ
やハザードマップが複数種類公開
された。類似した情報も多く利用
者は必要なものを選ばないといけ
なかった。災害情報システムの統
一化が課題」「人工地震など偽情
報・流言がSNS上で拡散。情報の受
け手側も災害リテラシーが必要」

■２・20／出席：会10人、オ38人／「能登半島地震」⑦／司
会：黒沢大陸委員

徳
とく

地
ち

 立
たつ

人
ひと

さん 元中信証券董事総経理

　中国経済について「アジア金融
危機以来のデフレになるかどうか
はこの1年が鍵。見通しはよくな
い。恒大集団の債権問題など不動
産市場の底が見えず、立て直すに
は少なくとも10年はかかる。政府
は現状を把握しているが長期デフ
レの怖さを実感できていない」。

■２・21／出席：会20人、オ54人／「中国で何が起きている
のか」⑧／司会：高橋哲史委員

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36650/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36651/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36699/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36706/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36707/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36697/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36670/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36715/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/36692/report
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「
能
登
半
島
地
震
」⑤

青
木
　
賢
人
　金
沢
大
学
准
教
授

１月29日

「
想
定
外
」
で
は
な
く
「
未
想
定
」

「〈
政
治
と
カ
ネ
〉を
問
う
」①

上
脇
　
博
之
　神
戸
学
院
大
学
教
授
１月29日

「
裏
金
」
は
主
権
者
へ
の
背
信

同
規
模
の
地
震

を
想
定
し
、
津

波
は「
短
時
間

に
、
広
く
、
高

く
」襲
っ
て
く

る
こ
と
を
周

知
。
速
や
か
な

住
民
避
難
に
つ

な
が
る
な
ど
効

果
的
で
、「
防

災
計
画
は
う
ま
く
い
っ
た
と
こ
ろ
と
、
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
」と

総
括
し
た
。
新
し
い
防
災
計
画
は
来
年
に

も
公
表
予
定
だ
っ
た
が
、
本
番
に
間
に
合

わ
な
か
っ
た
格
好
で
、「
今
回
の
地
震
の

規
模
は
想
定
外
で
は
な
く
、
い
わ
ば
未
想

定
」と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ
た
。

　
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
半
島
で
起

き
た
地
震
。
海
岸
の
隆
起
と
津
波
に
よ
り

海
路
が
断
た
れ
て
、
救
命
、
救
急
活
動
の

初
動
が
遅
れ
、
地
す
べ
り
が
起
き
や
す
い

地
形
は
孤
立
集
落
の
多
発
に
つ
な
が
っ
た

と
解
説
し
た
。
こ
れ
は
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
の
際
の
伊
豆
半
島
な
ど
と
似
て
い

て
、「
共
通
の
課
題
で
あ
る
」と
次
の
災

害
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
主
要
産
業
で
あ
る
水
産
業
の
復
興
も
急

務
だ
。「
全
て
の
漁
港
を
再
建
す
る
の
か
」

に
つ
い
て
は
、「
過
疎
化
、
高
齢
化
を
前

提
に
選
択
と
集
中
の
合
意
形
成
が
重
要
に

な
る
」と
し
、「
こ
れ
は
将
来
の
日
本
全

体
の
課
題
で
も
あ
り
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
」と
の
考
え
を
示
し
た
。
能
登
半
島

地
震
は
、
隆
起
、
津
波
、
液
状
化
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
被
災
現
場
を
目
視
で
き
る
災

害
と
な
っ
た
。「
震
災
遺
構
と
し
て
残
し
、

将
来
の
災
害
の
備
え
に
し
た
い
」と
い
う

提
案
に
は
、
地
元
密
着
に
こ
だ
わ
る
研
究

者
の
覚
悟
を
感
じ
た
。

　�

テ
レ
ビ
朝
日
広
報
局
・
元
災
害
報
道
担
当
部
長

�

久
慈
　
省
平

　
な
ぜ
、
能
登
半
島
地
震
は
甚
大
な
被
害

と
な
っ
た
の
か
。
指
摘
さ
れ
て
い
る
要
因

の
一
つ
が
、
石
川
県
の
地
域
防
災
計
画
の

地
震
想
定
が
古
い
ま
ま
だ
っ
た
こ
と
だ
。

地
域
防
災
が
専
門
で
、
県
の
防
災
計
画
に

も
関
わ
っ
て
い
る
金
沢
大
学
の
青
木
准
教

授
は「
大
き
な
後
悔
が
あ
る
。
悔
し
さ
を

感
じ
る
」と
述
べ
た
。

　
県
の
防
災
計
画
は
、
地
震
の
規
模
を
よ

り
小
さ
く
見
積
も
り
、
四
半
世
紀
以
上
も

更
新
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
基
に
対

策
を
作
っ
て
い
た
た
め
、
道
路
整
備
の
遅

れ
や
備
蓄
不
足
な
ど
、「
住
民
の
防
災
意

識
に
も
大
き
く
影
響
し
た
」と
青
木
准
教

授
は
分
析
す
る
。
一
方
、
津
波
対
策
に
は

最
新
情
報
を
盛
り
込
ん
で
い
た
。
今
回
と

　
あ
る
学
者
の

告
発
が
自
民
党

を
揺
る
が
し

た
。
そ
の
学
者

と
は
神
戸
学
院

大
の
上
脇
博
之

教
授
。「
政
治

と
カ
ネ
」問
題

を
追
及
す
る
市

民
団
体
の
ネ
ッ

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
に
類
す
る
催
し
も

禁
止
に
す
べ
き
だ
と
訴
え
た
。

　
企
業
団
体
献
金
に
つ
い
て
も「
株
主
に

対
し
て
背
任
行
為
的
な
要
素
が
あ
る
」と

し
て
禁
止
を
求
め
た
。

　
国
会
議
員
に
月
額
１
０
０
万
円
が
支
給

さ
れ
る
調
査
研
究
広
報
滞
在
費（
旧
文
書

通
信
交
通
滞
在
費
）の
使
途
報
告
の
制
度

化
も
求
め
、「
領
収
書
も
付
け
る
必
要
が

あ
る
」と
語
っ
た
。
内
閣
官
房
報
償
費（
機

密
費
）は
、
将
来
は
公
表
す
る
必
要
が
あ

る
と
い
う
の
が
持
論
だ
。

　
上
脇
氏
は
こ
れ
ら
の
対
策
を「
裏
金
を

な
く
す
改
革
」と
位
置
付
け
て
お
り
、「
政

党
の
自
浄
能
力
を
回
復
さ
せ
る
改
革
」と

し
て「
選
挙
制
度
改
革
が
ど
う
し
て
も
必

要
」と
も
語
っ
た
。
衆
院
も
参
院
も
、
無

所
属
の
立
候
補
を
保
障
し
た
形
の「
完
全

比
例
代
表
制
」に
す
る
の
が
望
ま
し
い
と

い
う
。
責
任
を
よ
り
党
に
負
わ
せ
る
狙
い

が
あ
る
よ
う
だ
。

　
数
々
の
対
策
を
提
示
し
た
上
脇
氏
。
自

民
政
治
刷
新
本
部
に
よ
る
中
間
と
り
ま
と

め
を
ど
う
見
た
の
か
。

　「
全
く
評
価
で
き
な
い
。
０
点
だ
。
刷

新
本
部
の
メ
ン
バ
ー
を
見
て
マ
イ
ナ
ス
１

０
０
点
。
刷
新
さ
れ
な
い
と
い
け
な
い
人

が
い
る
わ
け
で
す
か
ら
」

　
問
答
無
用
に
切
り
捨
て
た
。

産
経
新
聞
社
論
説
副
委
員
長
　
坂
井
　
広
志

ト
ワ
ー
ク「
政
治
資
金
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
」

を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
の
記
者
会
見
で
上
脇
氏
は
、
自

民
派
閥
の
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
不
記
載
事
件

を
受
け
、
ど
の
よ
う
な
改
革
が
必
要
か
を

語
っ
た
。

　「
裏
金
が
作
ら
れ
た
と
い
う
の
は
、
主

権
者
国
民
に
対
す
る
背
信
的
な
行
為
だ
」

　
上
脇
氏
は
同
事
件
に
つ
い
て
、
こ
う
批

判
し
た
。
で
は「
裏
金
」を
な
く
す
に
は

ど
の
よ
う
な
対
策
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。

　
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
禁
止
に
と
ど

ま
ら
ず
、
例
え
ば
、
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
の
２
万
円
の
パ
ー
テ
ィ
ー
券
を
購
入
し

て
も
ら
う
の
と
同
じ
く
ら
い
高
い
収
益
率

の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
演
会
な
ど
と
い
っ
た
、
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「〈
政
治
と
カ
ネ
〉を
問
う
」②

佐
々
木
　
毅
　令
和
臨
調
共
同
代
表

谷
口
　
将
紀
　同
主
査
総
括

２月５日

政
治
家
の
罰
則
強
化
に
合
意
を

「
大
学
ど
こ
へ
」⑦

伊
藤
　
公
平
　慶
應
義
塾
長

２月７日

「
カ
メ
社
会
」
の
良
さ
引
き
出
せ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
自

民
党
派
閥
の
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
を
め

ぐ
る
裏
金
事
件
だ
。

今
回
事
件
を
受
け
、

令
和
臨
調
は「
政
治

資
金
」
と「
政
党
ガ

バ
ナ
ン
ス
」の
改
革

を
政
党
に
求
め
る
緊

急
提
言
を
発
表
し

た
。
と
り
ま
と
め
た

谷
口
将
紀
主
査
総
括（
東
大
教
授
）が
こ

の
日
の
会
見
で「
与
野
党
協
議
の
た
た
き

台
」と
し
て
説
明
し
た
。

　
政
治
資
金
の
改
革
で
は
、
今
回
事
件
で

派
閥
幹
部
が
立
件
さ
れ
な
か
っ
た
の
を
受

け
、
政
治
家
本
人
の
罰
則
強
化
な
ど
を
今

国
会
中
に
合
意
す
る
よ
う
に
与
野
党
に
求

め
た
。
政
治
資
金
を
監
督
す
る
独
立
性
の

高
い
第
三
者
機
関
の
設
置
な
ど
も
、
今
国

会
中
に
道
筋
を
つ
け
る
よ
う
に
求
め
た
。

　
政
党
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
に
つ
い
て

も
、
谷
口
氏
は
会
見
で「
平
成
の
政
治
改

革
が
メ
ス
を
入
れ
な
か
っ
た
、
や
り
残
し

た
課
題
」と
指
摘
。「
今
回
の
政
治
資
金

パ
ー
テ
ィ
ー
問
題
で
、
帳
尻
を
合
わ
せ
る

だ
け
の
議
員
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
れ
で

説
明
責
任
を
果
た
し
た
と
お
考
え
か
？
」

と
強
調
し
た
。
政
党
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
コ
ー

ド
に「
疑
惑
が
生
じ
、
あ
る
い
は
問
題
を

起
こ
し
た
議
員
に
対
す
る
説
明
責
任
確
保

と
処
分
の
在
り
方
」な
ど
の
項
目
を
盛
り

込
む
よ
う
に
求
め
た
。

　
会
見
後
半
の
質
疑
応
答
で
は
、
政
党
を

規
制
す
る「
政
党
法
」の
必
要
性
を
指
摘

す
る
質
問
も
あ
っ
た
。
谷
口
氏
は「
今
回

の
提
言
は
、
政
党
に
対
す
る「
最
後
通
牒
」

だ
。
こ
れ
で
満
足
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
し
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
政
党
法
の
制
定
に
踏
み

切
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
も
う
徳
俵
に
足
が

か
か
っ
て
い
る
状
態
だ
」と
答
え
た
。

朝
日
新
聞
社
政
治
部
　
鶴
岡
　
正
寛

　「
雪
の
日
に
政
治
の
精
神
を
説
く
」と
、

令
和
臨
調
の
佐
々
木
毅
共
同
代
表（
元
東

大
総
長
、左
）は
揮
ご
う
し
た
。
ち
ょ
う
ど

30
年
前
の
細
川
護
熙
首
相
と
河
野
洋
平
自

民
党
総
裁
に
よ
る
政
治
改
革
合
意
の
日
と

同
じ
く
、雪
の
日
の
記
者
会
見
だ
っ
た
。30

年
前
の
合
意
の
前
に
、
両
ト
ッ
プ
を
集
会

に
そ
ろ
っ
て
呼
ん
で
政
治
改
革
の
実
現
を

求
め
た
こ
と
で
知
ら
れ
る「
民
間
政
治
臨

調
」の
主
査
だ
っ
た
佐
々
木
氏
は
、
こ
の

日
の
会
見
で
こ
う
強
調
し
た
。「
30
年
前

の
改
革
を
無
視
す
る
出
来
事
が
起
き
た
わ

け
だ
か
ら
、放
置
す
る
わ
け
に
い
か
な
い
」

　「
30
年
前
の
改
革
を
無
視
す
る
出
来
事
」

　「
欧
米
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る

競
争
社
会
を
日

本
も
目
指
す
べ

き
な
の
か
」。

伊
藤
塾
長
は
、

西
洋
の
指
標
で

自
分
た
ち
を
評

価
す
る
こ
と
こ

そ
が
、
大
学
や

化
、
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
に
よ
る
格
付
け
な

ど
は
、
い
ず
れ
も
ウ
サ
ギ
の
暴
走
を
防
い

だ
り
、
競
争
を
あ
お
っ
た
り
す
る
た
め
の

指
標
で
あ
り
、「
真
面
目
な
カ
メ
に
適
用

す
る
だ
け
で
は
、
突
っ
走
る
ウ
サ
ギ
に
勝

つ
の
は
難
し
い
」と
も
指
摘
し
た
。

　
伊
藤
塾
長
は
、
カ
メ
の
良
さ
を
引
き
出

す
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要
と
主
張

す
る
。
主
宰
し
た
大
学
の
研
究
室
で
は
、

激
し
く
競
争
す
る
と
思
っ
た
各
国
の
留
学

生
た
ち
が
日
本
の
学
生
と
触
れ
合
っ
て

「
和
を
も
っ
て
貴
し
と
な
す
」を
体
感
す

る
う
ち
に
、
後
輩
の
面
倒
を
見
た
り
、
日

本
文
化
の
理
解
を
深
め
た
り
す
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
留
学
生
た
ち
に
と
っ
て

は
、
互
い
に
コ
ツ
コ
ツ
積
み
上
げ
る「
カ

メ
社
会
」の
学
び
方
が
良
か
っ
た
よ
う
で
、

結
果
的
に
日
本
企
業
へ
の
就
職
や
世
界
で

の
活
躍
に
つ
な
が
っ
た
と
説
明
し
た
。

　
福
沢
諭
吉
は
生
涯
を
通
じ
て「
非
西
洋

の
近
代
化
は
可
能
か
」を
問
い
続
け
た
と

い
う
。
伊
藤
塾
長
は
、「
人
間
や
社
会
を

豊
か
に
平
和
に
導
く
と
い
う
利
他
的
な
目

標
を
共
有
し
、
各
大
学
が
建
学
の
精
神
に

基
づ
き
独
自
の
創
造
性
を
発
揮
す
る
。
こ

れ
こ
そ
が
私
も
含
め
た
大
学
執
行
部
の
責

任
で
あ
る
」と
述
べ
、
幕
末
や
戦
後
に
続

く
開
国
期
で
あ
る
今
こ
そ
、
日
本
独
自
の

教
育
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
い
く
こ
と
が
大

切
だ
と
強
調
し
た
。

読
売
新
聞
社
教
育
部
　
恒
川
　
良
輔

日
本
社
会
の
危
機
を
招
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
問
題
提
起
し
た
。

　
欧
米
で
は
、
イ
ソ
ッ
プ
童
話「
ウ
サ
ギ

と
カ
メ
」の
主
役
は
能
力
の
優
れ
た
ウ
サ

ギ
で
あ
り
、「
敵
を
見
く
び
る
な
」と
い

う
教
訓
を
伝
え
る
話
と
さ
れ
て
い
る
と
紹

介
し
た
。
一
方
、
日
本
は
真
面
目
に
努
力

し
た
カ
メ
が
主
役
で
あ
り
、
欧
米
と
は
価

値
観
が
大
き
く
異
な
る
と
述
べ
た
。

　
競
争
原
理
で
伸
び
る
人
だ
け
が
伸
び
、

一
握
り
の
優
秀
な
集
団
が
国
や
経
済
を
引

っ
張
る「
ウ
サ
ギ
社
会
」が
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
お
手
本
と
さ
れ
て
い
る
が
、「
本
当

に
我
々
の
社
会
に
な
じ
む
の
だ
ろ
う
か
」

と
疑
問
を
投
げ
か
け
た
。
最
近
よ
く
聞
く

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
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「
現
役
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
管
制
官
が

考
え
る
羽
田
事
故
の
課
題
」

航
空
安
全
推
進
連
絡
会
議

２月８日

包
括
的
な
誤
進
入
対
策
を

「
能
登
半
島
地
震
」⑥

室
﨑
　
益
輝
　神
戸
大
学
名
誉
教
授
２月８日

「
行
く
な
」
は
被
災
地
の
見
殺
し

　
羽
田
空
港
で

日
本
航
空
と
海

上
保
安
庁
の
航

空
機
が
衝
突
し

た
事
故
翌
日
の

１
月
３
日
に
緊

急
声
明
を
出
し

た
の
が
、
管
制

官
や
パ
イ
ロ
ッ

ト
で
つ
く
る

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
牛
草
祐
二
事
務
局

次
長
は「
性
急
な
変
更
は
か
え
っ
て
現
場

に
混
乱
を
招
く
」と
批
判
し
た
。
対
策
で

は
管
制
官
が
離
陸
順
番
を
伝
え
る「
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
」と
い
っ
た
用
語
の
使
用
を
取

り
や
め
た
が
、
航
空
会
社
の
パ
イ
ロ
ッ
ト

か
ら
は
高
い
支
持
が
あ
る
と
解
説
し
た
。

　
航
空
の
安
全
を
守
る
手
法
と
し
て
、
以

前
は
事
故
後
に
対
応
す
る「
事
後
対
応

型
」が
主
流
だ
っ
た
が
、
現
在
は
国
際
民

間
航
空
機
関（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｏ
）が
提
唱
す
る

「
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」へ

と
変
化
が
起
こ
っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
れ

は
事
故
の
未
然
防
止
を
目
指
す「
未
然
防

止
型
・
予
測
防
止
型
」と
言
え
る
。
今
回

の
事
故
な
ら「
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
」を
使
う

リ
ス
ク
を
評
価
し
て
対
応
を
判
断
す
る
。

牛
草
氏
は「
国
交
省
航
空
局
は
２
０
０
６

年
に
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

導
入
し
た
が
、
今
回
の
緊
急
対
策
を
見
て

も
機
能
し
て
い
な
い
」と
指
摘
。「
そ
の

場
し
の
ぎ
の
対
応
で
は
な
く
、
包
括
的
な

滑
走
路
誤
進
入
対
策
の
確
立
を
航
空
局
に

お
願
い
し
た
い
」と
求
め
た
。

　
報
道
に
対
し
て
、「
臆
測
や
思
い
込
み

で
発
信
せ
ず
、
正
確
な
情
報
を
お
願
い
し

た
い
」と
の
注
文
も
付
い
た
。
正
確
な
報

道
を
あ
ら
た
め
て
自
戒
し
た
い
。

　�

北
海
道
新
聞
社
東
京
支
社
編
集
局
報
道
セ
ン

タ
ー�

　
米
田
　
真
梨
子

に
気
づ
い
て
い

な
い
」
と
指

摘
。
川
に
溺
れ

て
い
る
子
ど
も

に
例
え
て「
コ

ロ
ナ
が
う
つ
る

か
ら
手
を
差
し

伸
べ
な
い
の

は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に『
来
る

な
』と
言
っ
て
い
る
の
と
一
緒
。
手
袋
を

は
め
れ
ば
感
染
せ
ず
に
助
け
ら
れ
る
」と

語
り
、
そ
の「
手
袋
」を
見
つ
け
た
上
で

地
震
直
後
か
ら
活
動
す
べ
き
だ
と
訴
え

た
。

　
具
体
的
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は「
支

援
し
た
い
」と
い
う
思
い
だ
け
で
は
な

く
、
安
全
対
策
な
ど
自
己
完
結
で
き
る
対

応
を
身
に
つ
け
、
チ
ー
ム
で
駆
け
つ
け
る

な
ど
ル
ー
ル
を
守
っ
て
さ
え
い
れ
ば
、
被

災
地
へ
の
負
担
も
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る

と
話
し
た
。
一
方
、
自
治
体
側
も
ど
う
い

う
ニ
ー
ズ
が
あ
る
の
か
、
も
っ
と
発
信
し

な
い
と
い
け
な
い
と
注
文
し
た
。

　
関
連
死
に
関
し
て
は
懸
念
を
示
し
た
。

過
去
の
大
災
害
の
例
か
ら
、
今
後
も
増
え

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
能
登

半
島
で
は「
人
の
つ
な
が
り
が
ズ
タ
ズ
タ

に
切
れ
て
い
る
」と
い
う
。
被
災
が
影
響

し
て
亡
く
な
っ
た
こ
と
自
体
が
つ
か
め
な

く
な
っ
た
ら「
関
連
死
が
見
え
な
く
な

る
」と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
被
災
住
宅
の
迅
速
な
調
査
、
観
光
事
業

の
促
進
、
被
災
地
域
全
体
の
一
時
避
難

…
…
。
室
﨑
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の
経
験
に

裏
打
ち
さ
れ
た
、
こ
う
し
た
提
言
は
、
復

興
を
進
め
る
能
登
半
島
の
人
々
だ
け
で
な

く
、
災
害
に
備
え
る
全
国
の
自
治
体
な
ど

の
道
し
る
べ
に
も
な
る
と
強
く
感
じ
た
。

　
毎
日
新
聞
社
く
ら
し
科
学
環
境
部
副
部
長

奥
山
　
智
己

左から牛草さん、永井さん、石井さん

「
航
空
安
全
推
進
連
絡
会
議
」だ
。
官
民

の
枠
を
超
え
て
、
航
空
機
事
故
の
撲
滅
を

目
指
す
活
動
は
58
年
目
に
な
る
と
い
う
。

　
永
井
丈
道
議
長
は
、
責
任
の
所
在
を
個

人
に
求
め
て
罰
す
る
目
的
の
警
察
の
捜
査

よ
り
、
事
実
を
正
確
に
把
握
し
て
再
発
防

止
に
生
か
す
た
め
の
運
輸
安
全
委
員
会
の

事
故
調
査
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張

し
た
。
航
空
機
事
故
は
複
雑
な
要
因
で
起

き
る
た
め
、
責
任
を
個
人
に
求
め
る
こ
と

は
不
可
能
と
説
明
。「
刑
事
捜
査
が
優
先

さ
れ
る
日
本
で
は
、
証
言
者
が
証
言
を
た

め
ら
い
、事
故
調
査
の
目
的
を
阻
害
す
る
」

と
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
国
土
交
通
省
が
１
月
９
日
に
滑
走
路
の

誤
進
入
を
防
ぐ
た
め
の
緊
急
対
策
を
発
表

　
半
世
紀
余
り
に
わ
た
っ
て
防
災
や
復
興

の
研
究
に
力
を
尽
く
し
て
き
た
室
﨑
さ
ん

は
、
石
川
県
の
災
害
危
機
管
理
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
な
ど
能
登
半
島
と
の
関
わ

り
も
深
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
だ
け
に
、

今
回
の
地
震
を
振
り
返
る
に
あ
た
っ
て

「
被
害
が
大
き
く
な
り
、
県
の
被
害
想
定

の
あ
り
方
な
ど
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な

る
。そ
の
責
任
の
大
半
は
私
に
あ
る
の
で
、

自
ら
の
あ
り
方
を
問
う
よ
う
な
話（
記
者

会
見
）に
な
る
」と
切
り
出
し
た
。

　
そ
の
会
見
の
中
で
は
、
い
く
つ
も
の
示

唆
に
富
む
提
言
が
あ
っ
た
。

　
特
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
つ
い
て

は「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
は『
行
く
な
、
行
く
な
』の

大
合
唱
。
被
災
地
を
見
殺
し
に
す
る
こ
と
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「
中
国
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」⑦

小
笠
原
　
欣
幸
　東
京
外
国
語
大

学
名
誉
教
授

２月９日

習
政
権 
台
湾
揺
さ
ぶ
り
続
く

「
働
く
人
材
ク
ラ
イ
シ
ス
」①

鶴
田
　
浩
久
　国
土
交
通
省
物
流・

自
動
車
局
長

　

２月14日

物
流
停
滞
「
魔
法
の
つ
え
な
い
」

感
が
存
在
す
る

こ
と
も
指
摘
し

た
。

　
立
法
委
員

（
国
会
議
員
）選

挙（
定
数
１
１

３
）で
は
、
民

進
党
は
51
議
席

に
減
少
。
国
民

党
は
52
議
席
で

は
あ
る
が
与
党
を
過
半
数
割
れ
に
追
い
込

み
、
民
衆
党
は
８
議
席
な
が
ら
も
キ
ャ
ス

チ
ン
グ
ボ
ー
ド
を
握
っ
た
。
こ
の
結
果
に

つ
い
て
、
総
統
選
で
民
進
党
を
選
び
な
が

ら
も
、
内
政
な
ど
へ
の
不
満
を
示
し
た

「
有
権
者
の
優
れ
た
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
表

れ
」と
見
る
。

　
今
後
の
政
局
に
つ
い
て
は
、
頼
次
期
政

権
は
、
議
会
で
過
半
数
が
な
い
中
で
の
政

権
運
営
で「
い
ば
ら
の
道
」に
な
る
と
指

摘
し
た
。
国
民
党
は
脱
原
発
な
ど
蔡
政
権

の
政
策
を
否
定
し
て
頼
政
権
を
追
い
込
む

戦
略
。
民
衆
党
は
フ
リ
ー
ハ
ン
ド
を
重
視

し「
中
国
が
強
烈
に
反
発
す
る
で
あ
ろ
う

米
国
か
ら
の
大
型
武
器
売
却
な
ど
に
は
反

対
す
る
可
能
性
が
あ
る
」と
述
べ
た
。

　
一
方
、
中
国
は
さ
ま
ざ
ま
な
選
挙
介
入

で
野
党
を
側
面
支
援
。
与
党
を
過
半
数
割

れ
に
追
い
込
み
、
共
産
党
の
統
一
戦
線
工

作
が
一
定
の
成
果
を
上
げ
た
と
自
己
評
価

し
て
い
る
だ
ろ
う
と
見
る
。
習
近
平
政
権

の
長
期
化
に
よ
り
、
中
国
が
す
ぐ
に
台
湾

に
軍
事
侵
攻
す
る
状
況
に
は
な
い
が
、
中

台
対
話
の
機
運
は
し
ぼ
み
、
今
後
も
台
湾

へ
の
揺
さ
ぶ
り
が
続
く
と
予
想
し
た
。
ま

た
、
米
大
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
復
活

し
た
場
合
、
メ
デ
ィ
ア
受
け
を
狙
っ
た
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
台
湾
が
振
り
回
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
と
も
指
摘
し
た
。

毎
日
新
聞
社
外
信
部
　
鈴
木
　
玲
子

　
日
本
で
も
大
い
に
注
目
を
集
め
た
台
湾

総
統
選
は
、
与
党
・
民
進
党
の
頼
清
徳
氏

が
初
当
選
を
果
た
し
、
同
党
は
史
上
初
の

同
一
政
党
３
期
連
続
政
権
を
実
現
し
た
。

頼
氏
は
蔡
英
文
政
権
の
外
交
・
安
全
保
障

路
線
の
継
続
を
訴
え
て
支
持
を
集
め
た
。

　
台
湾
の
民
意
は
、
中
国
と
の
統
一
で
も

独
立
で
も
な
い「
現
状
維
持
」を
望
み
、

「
緩
や
か
な
台
湾
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」

が
主
流
。
対
中
関
係
で
は
頼
氏
、
野
党
・

国
民
党
の
侯
友
宜
氏
、
民
衆
党
の
柯
文
哲

氏
が
い
ず
れ
も
中
国
の「
一
国
二
制
度
」

反
対
を
明
言
し
、「
統
一
拒
否
」の
民
意

が
改
め
て
示
さ
れ
た
。
た
だ
、
中
国
と
の

距
離
感
で
は
、野
党
は
対
話
に
積
極
的
で
、

現
状
維
持
を
前
提
と
し
た
対
話
へ
の
期
待

　
長
時
間
労
働

を
是
正
す
る
働

き
方
改
革
関
連

法
の
適
用
に
伴

い
、
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
が

不
足
し
て
物
流

の
停
滞
が
懸
念

さ
れ
る「
物
流

の
２
０
２
４
年

　
鶴
田
局
長
が
会
見
で
繰
り
返
し
た
の

は
、「
物
流
は
国
民
生
活
や
経
済
を
支
え

る
社
会
イ
ン
フ
ラ
」と
い
う
点
。
国
が
昨

年
10
月
に
ま
と
め
た「
物
流
革
新
緊
急
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」に
は
、
緊
急
に
取
り
組
む
べ

き
項
目
と
し
て
、
荷
待
ち
時
間
の
短
縮
や

物
流
拠
点
の
自
動
化
・
機
能
強
化
、
鉄
道

や
船
舶
に
よ
る
輸
送
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
の
推
進
な
ど
が
ズ
ラ
リ
と
並
ん
で
い

る
。
ど
れ
も
一
朝
一
夕
に
実
現
で
き
る
も

の
で
は
な
い
が
、「
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

進
め
る
」と
鶴
田
局
長
。「
し
っ
か
り
し

た
取
り
組
み
を
続
け
れ
ば
、
輸
送
力
不
足

は
補
え
る
」と
力
を
込
め
た
。

　
そ
の
た
め
に
鶴
田
局
長
は「
荷
主
企
業

と
物
流
事
業
者
、
一
般
消
費
者
が
協
力
し

て『
三
方
良
し
』と
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」と
強
調
し
た
。
中
で
も
一
般
消
費
者

に
つ
い
て
は
、「
着
荷
主
で
あ
る
小
売
業

者
も
強
く
出
る
こ
と
が
で
き
ず
、
電
子
商

取
引
で
は
着
荷
主
の
立
場
に
あ
る
。
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
最
後
が
消
費
者
だ
」と

指
摘
。
再
配
達
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る

な
ど
、
個
人
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
問
題
を
自

分
事
と
し
て
捉
え
る
よ
う
に
訴
え
た
。

　
何
よ
り
も
、
鶴
田
局
長
自
身
が
家
族
に

電
子
商
取
引
の
使
い
方
を
注
意
さ
れ
た
と

の
こ
と
。
物
流
業
界
の
担
い
手
不
足
が
他

人
事
で
は
な
い
こ
と
に
、
改
め
て
気
づ
か

さ
れ
る
会
見
だ
っ
た
。

時
事
通
信
社
経
済
部
長
　
川
村
　
豊

問
題
」。
国
土
交
通
省
の
鶴
田
浩
久
物
流
・

自
動
車
局
長
は
、
問
題
の
克
服
に「
魔
法

の
つ
え
は
な
く
、
い
ろ
ん
な
も
の
を
組
み

合
わ
せ
て
や
る
し
か
な
い
」と
強
調
し
た
。

　
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
は
他
の
産
業
と

比
較
し
て
労
働
時
間
が
長
い
一
方
で
賃
金

が
低
く
、人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
。

今
年
４
月
か
ら
適
用
さ
れ
る
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
は
、
こ
う
い
っ
た
物
流
産
業

を
魅
力
あ
る
職
業
と
す
る
た
め
に
不
可
欠

な
取
り
組
み
だ
が
、
こ
れ
に
よ
り
懸
念
さ

れ
る
の
が
、
労
働
時
間
の
減
少
に
よ
る
物

流
の
停
滞
。
国
の
試
算
で
は
、
具
体
的
な

対
応
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
に
は
30
年
度

に
輸
送
能
力
が
34
％
不
足
す
る
と
の
厳
し

い
見
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
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デ
ニ
ス
・
フ
ラ
ン
シ
ス
　

第
78
回
国
連
総
会
議
長

２月15日

総
会
決
議 
国
際
世
論
動
か
す

「
国
立
劇
場
建
て
替
え
問
題
」

伝
統
芸
能
実
演
家
ら

２月16日

伝
統
文
化
に
「
大
き
な
空
白
」

問
点
は
多
い
。
フ
ラ
ン
シ
ス
氏
は「
拒
否

権
を
発
動
す
る
常
任
理
事
国
が
、
自
ら
国

連
総
会
で
立
場
を
説
明
す
る
責
任
が
あ
る

と
、
前
も
っ
て
分
か
っ
た
上
で
、
発
動
す

る
制
度
に
な
っ
た
。
発
動
す
る
際
に
は
よ

り
慎
重
に
な
る
よ
う
仕
向
け
る
こ
と
が
で

き
る
」と
強
調
し
た
。

　
ま
た
国
際
社
会
が
直
面
す
る
食
料
不
安

や
イ
ン
フ
レ
、
途
上
国
の
債
務
危
機
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
戦
争
な
ど
を
列
挙
し
て「
政
治

的
な
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
」と
認
め
つ

つ
も「
す
べ
て
の
国
が
一
堂
に
会
し
て

（
問
題
に
）関
与
し
、
意
見
を
表
明
で
き
る

場
は
国
連
し
か
な
い
」と
述
べ
た
。

　
フ
ラ
ン
シ
ス
氏
は
、
総
会
議
長
は
１
９

３
加
盟
国
と「
等
距
離
の
関
係
」を
保
つ

必
要
が
あ
る
と
こ
と
わ
っ
た
上
で
、
個
人

的
見
解
と
し
て「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
、

す
べ
て
の
紛
争
地
域
に
平
和
が
戻
る
こ
と

を
望
ん
で
い
る
。
当
事
者
が
交
渉
の
場
に

着
き
、
誠
意
を
持
っ
て
議
論
す
る
必
要
が

あ
る
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
暴
力
と
戦
争
の

サ
イ
ク
ル
が
い
つ
ま
で
も
終
わ
ら
な
い
」

と
危
機
感
を
示
し
た
。

　
そ
し
て
会
見
の
最
後
に
、
冒
頭
発
言
と

同
じ
く
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー
の
格
言
を

引
用
し
て
締
め
く
く
っ
た
。「
平
和
へ
の

道
は
な
い
。
平
和
こ
そ
が
道
な
の
だ
」と
。

平
和
を
実
現
す
る
に
は
対
話
の
努
力
を
重

ね
る
し
か
な
い
こ
と
を
訴
え
た
。

東
京
新
聞
論
説
委
員
　
白
石
　
徹

　
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
機
能
不
全
が

叫
ば
れ
て
久
し
い
。
最
近
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ

や
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
な
ど
を
巡
っ
て
国
連

の
存
在
意
義
も
問
わ
れ
て
い
る
。

　
国
連
総
会
は
２
０
２
２
年
４
月
、
常
任

理
事
国
５
カ
国
が
拒
否
権
を
行
使
し
た
場

合
、
そ
の
説
明
を
求
め
る
制
度
を
創
設
し

た
。
フ
ラ
ン
シ
ス
氏
は
、
こ
の
制
度
に
つ

い
て「
総
会
の
決
議
に
法
的
拘
束
力
は
な

い
が
、
国
際
世
論
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

る
」と
強
い
期
待
感
を
表
明
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
が
人
権
理
事
会
の

理
事
国
に
立
候
補
し
て
落
選
し
た
ほ
か
、

経
済
社
会
理
事
会（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｏ
Ｃ
）の

理
事
国
と
し
て
も
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
現

状
を
説
明
し「
ロ
シ
ア
は
代
償
を
払
っ
て

い
る
」と
指
摘
し
た
。

　
し
か
し
、
説
明
制
度
の
実
効
性
へ
の
疑

　
国
立
劇
場

（
東
京
・
隼
町
）

は
、
１
９
６
６

年
の
開
場
以

来
、
日
本
の
無

形
文
化
を
守

り
、
広
く
人
々

と
結
び
、
次
代

に
手
渡
す
拠
点

と
し
て
歌
舞
伎

や
文
楽
、舞
踊
、

邦
楽
な
ど
伝
統

古
典
芸
能
の
各
界
を
代
表
す
る
演
者
た
ち

が
口
々
に
強
い
危
機
感
を
語
っ
た
。

　「
ゆ
ゆ
し
き
事
態
。
一
日
も
早
い
再
開

を
」「
一
番
困
る
の
は
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
失
っ
て
い
る
国
民
の
皆
さ
ま
」「
公
演
が

減
っ
て
演
奏
者
や
裏
方
の
廃
業
が
増
え
、

芸
能
全
体
が
衰
退
し
か
ね
な
い
」「
民
間
資

金
を
導
入
し
て
ホ
テ
ル
な
ど
と
一
体
整
備

す
る
い
ま
の
計
画
を
見
直
し
、
劇
場
だ
け

を
国
の
責
任
で
建
て
替
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
」

　
京
舞
の
人
間
国
宝
、
井
上
八
千
代
さ
ん

は「
こ
の
国
に
ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ア
タ
ー
が

な
い『
大
き
な
空
白
』が
で
き
る
こ
と
の

お
か
し
さ
、
さ
び
し
さ
を
全
国
の
方
に
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
力
を
込
め
た
。

　
演
劇
博
物
館
の
児
玉
館
長
は「
こ
れ
は

特
定
の
愛
好
家
の
問
題
で
は
な
く
、
日
本

の
伝
統
文
化
の
あ
り
方
に
関
わ
る
こ
と
。

も
と
も
と
の
老
朽
化
対
策
は
劇
場
を
17
年

か
ら
大
規
模
改
修
し
、
20
年
再
開
場
の
予

定
だ
っ
た
。
そ
れ
が
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
延
期
さ
れ
、
20
年
３
月
に
文
化
観
光
拠

点
な
ど
を
取
り
込
む
プ
ラ
ン
に
変
更
さ
れ

た
。
で
も
こ
の
案
は
コ
ロ
ナ
禍
や
い
ま
の

国
際
情
勢
を
反
映
し
て
い
な
い
。
い
ま
、

も
う
一
度
、
議
論
し
直
す
こ
と
も
必
要
で

は
な
い
か
」と
提
言
し
た
。

　
朝
日
新
聞
社
オ
ピ
ニ
オ
ン
編
集
部山

口
　
宏
子

芸
能
の
公
演
と
伝
承
者
の
養
成
、
調
査
研

究
を
担
っ
て
き
た
。

　
施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
建
て
替
え
の
た

め
、
昨
年
10
月
に
閉
館
し
た
。
だ
が
、
資

材
費
の
高
騰
な
ど
に
よ
っ
て
再
建
工
事
の

入
札
は
２
度
落
札
に
至
ら
ず
、
整
備
は
止

ま
っ
た
ま
ま
。
２
０
２
９
年
度
と
さ
れ
て

い
る
再
開
場
は
大
き
く
遅
れ
そ
う
だ
。

　
主
催
公
演
は
他
の
会
場
を
借
り
て
続
け

て
い
る
が
、
今
年
１
月
の
歌
舞
伎
は「
花

道
」の
な
い
新
国
立
劇
場
中
劇
場
で
の
上

演
。
文
楽
は
公
共
・
民
間
劇
場
を
転
々
と

し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
踏
ま
え
、会
見
で
は
、
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「
働
く
人
材
ク
ラ
イ
シ
ス
」②

清
水
　
一
郎
　日
本
バ
ス
協
会
会
長

２月16日

今
こ
そ「
最
後
の
砦
」守
る
策
を

パ
テ
ィ
マ・タ
ン
プ
チ
ャ
ヤ
ク
ル
　

「
海
の
奴
隷
」救
出
に
奔
走
す
る
活
動
家

２月19日

無
法
漁
業
と
闘
い
、
船
員
救
う

て
き
た
の
が
実

情
」
だ
と
い

う
。
コ
ロ
ナ
で

余
裕
が
消
え
る

の
と
同
時
に
、

燃
料
高
騰
と
運

転
者
不
足
に
襲

わ
れ
た
。

　
都
市
部
で
も

バ
ス
の
減
便
な

ど
で
困
る
地
域
が
現
れ
始
め
、
メ
デ
ィ
ア

が
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
報
じ
た
。
似
た
状
況

は「
こ
れ
か
ら
全
国
で
ど
ん
ど
ん
起
き

る
」と
み
る
。
各
事
業
者
は
す
で
に
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
発
し
て
い
る
。
地
域
の
公
共
交
通
を

ど
う
守
る
か
。
最
後
の
砦
と
い
う
な
ら
廃

止
が
決
ま
っ
て
か
ら
騒
ぐ
の
で
は
な
く
、

今
か
ら
皆
で
考
え
て
ほ
し
い
と
訴
え
る
。

　
今
で
も
国
や
自
治
体
か
ら
の
補
助
制
度

は
あ
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
存
続
の
た

め
完
全
な
公
営
事
業
に
す
る
と「
今
よ
り

多
額
の
税
負
担
が
発
生
す
る
」。
民
間
企

業
な
ら
で
は
の
コ
ス
ト
低
減
や
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
進
め
つ
つ
、
公
が
適
切
に
支
援
す

る「
日
本
型
公
共
交
通
」が
望
ま
し
い
と

説
く
。
燃
料
費
の
安
い
電
気
自
動
車（
Ｅ

Ｖ
）の
導
入
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に
よ

る
運
転
者
の
負
担
軽
減
や
料
金
箱
の
廃

止
、
自
動
運
転
へ
の
期
待
な
ど
、
未
来
志

向
の
改
革
案
も
会
見
で
披
露
し
た
。

　
清
水
会
長
は
運
輸
省（
現
・
国
土
交
通

省
）、
在
英
日
本
大
使
館
、
観
光
庁
な
ど

を
経
て
現
在
は
伊
予
鉄
グ
ル
ー
プ
社
長
を

務
め
る
。
鉄
道
、
路
面
電
車
、
バ
ス
、
船

な
ど
地
域
の
足
に
責
任
を
持
つ
立
場
だ
。

官
と
民
、
中
央
と
地
域
、
国
内
と
海
外
に

そ
れ
ぞ
れ
身
を
置
い
た
経
験
か
ら
目
配
り

を
効
か
せ
た
議
論
は
説
得
力
を
持
つ
。

　
日
本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
兼
論
説
委
員

石
鍋
　
仁
美

　
バ
ス
は
公
共
交
通
の「
最
後
の
砦と

り
で

」と

言
わ
れ
る
。
鉄
道
が
廃
止
さ
れ
て
も
バ
ス

が
あ
る
。
免
許
返
納
の
高
齢
者
に
は
頼
み

の
綱
だ
。
近
く
に
バ
ス
停
が
あ
る
か
ら
家

を
買
う
。
病
院
や
学
校
に
も
通
い
や
す
い

―
―
。
バ
ス
は
あ
ま
り
に
も
身
近
な
存
在

だ
っ
た
。

　「
い
ま
走
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
、
こ
れ

か
ら
も
何
と
か
な
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
が

ち
だ
」と
日
本
バ
ス
協
会
の
清
水
一
郎
会

長
は
語
る
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２

０
年
か
ら
22
年
ま
で
に
日
本
の
一
般
乗
り

合
い
バ
ス
は
全
体
で
４
０
０
０
億
円
の
赤

字
を
抱
え
た
。
も
と
も
と
コ
ロ
ナ
前
か
ら

構
造
的
に
赤
字
で
、
他
の
事
業
な
ど
か
ら

内
部
補ほ

塡て
ん

し「
ご
ま
か
し
ご
ま
か
し
や
っ

　「
海
の
奴
隷
」

と
い
う
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
が

会
見
の
テ
ー
マ

だ
っ
た
。
ゲ
ス

ト
は
、
タ
イ
の

人
権
保
護
Ｎ
Ｇ

Ｏ「
Ｌ
Ｐ
Ｎ
」

の
共
同
代
表
を

務
め
る
パ
テ
ィ

力
し
て
い
る
。

　
奴
隷
労
働
の
犠
牲
と
な
っ
た
ま
ま
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
小
さ
な
島
に
足
止
め
さ
れ
て

帰
国
で
き
な
く
な
っ
た
元
漁
船
員
の
救
済

に
奮
闘
す
る
姿
を
追
っ
た
映
画「
ゴ
ー
ス

ト
フ
リ
ー
ト
」の
主
人
公
に
も
な
り
、
ノ

ー
ベ
ル
平
和
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
こ

と
も
あ
る
。

　
今
回
は
、
Ｉ
Ｕ
Ｕ
問
題
に
取
り
組
む
世

界
自
然
保
護
基
金（
Ｗ
Ｗ
Ｆ
）ジ
ャ
パ
ン

の
招
待
で
来
日
し
た
。
Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
は
、

漁
業
資
源
管
理
の
実
効
性
を
損
な
い
、
法

令
を
守
っ
て
操
業
す
る
漁
業
者
の
経
済
的

な
利
益
も
損
な
う
。
Ｉ
Ｕ
Ｕ
水
産
物
は
、

日
本
の
市
場
に
も
流
通
し
て
い
る
。

　
記
者
会
見
の
パ
テ
ィ
マ
さ
ん
は
、
静
か

な
中
に
も
不
屈
の
闘
志
を
感
じ
さ
せ
る
語

り
口
で
、
今
も
続
く
船
上
の
奴
隷
労
働
や

Ｉ
Ｕ
Ｕ
漁
業
廃
絶
の
重
要
性
を
強
調
。「
持

続
可
能
な
漁
業
」の
実
現
に
向
け
た
行
動

を
強
め
る
よ
う
、
水
産
物
の
大
輸
入
国
で

あ
る
日
本
の
政
府
や
企
業
、
消
費
者
に
呼

び
掛
け
た
。

　「
僕
の
命
は
僕
が
捕
っ
た
魚
の
値
段
よ

り
も
安
い
ん
だ
と
い
う
の
が
奴
隷
労
働
の

犠
牲
者
の
言
葉
で
す
」。
パ
テ
ィ
マ
さ
ん

が「
ぜ
ひ
、
日
本
の
消
費
者
に
も
知
っ
て

お
い
て
ほ
し
い
」と
言
っ
て
会
見
で
紹
介

し
た
こ
の
言
葉
が
心
に
残
っ
た
。

　
共
同
通
信
社
編
集
委
員
兼
論
説
委
員

井
田
　
徹
治

マ
・
タ
ン
プ
チ
ャ
ヤ
ク
ル
さ
ん
だ
。

　
公
海
で
マ
グ
ロ
や
イ
カ
な
ど
を
漁
獲
す

る
遠
洋
漁
業
の
船
上
で
は
、
だ
ま
さ
れ
た

り
、拉
致
さ
れ
た
り
し
て
船
に
乗
せ
ら
れ
、

賃
金
も
払
わ
れ
ず
に
劣
悪
な
条
件
下
で
働

か
さ
れ
る
奴
隷
労
働
が
今
も
続
く
。
漁
船

員
は
怪
我
や
後
遺
症
が
残
る
病
気
の
犠
牲

に
な
る
こ
と
も
多
く
、
時
に
は
船
上
で
命

を
落
と
す
。
死
体
が
海
に
投
棄
さ
れ
る
こ

と
も
あ
っ
た
。

　
パ
テ
ィ
マ
さ
ん
は
、
タ
イ
の
漁
船
で
奴

隷
労
働
を
さ
せ
ら
れ
て
い
た
ミ
ャ
ン
マ
ー

や
タ
イ
な
ど
の
労
働
者
の
救
済
、
企
業
と

の
未
払
い
賃
金
や
賠
償
金
の
支
払
い
交
渉

な
ど
に
取
り
組
む
一
方
、「
違
法
・
無
報
告
・

無
規
制（
Ｉ
Ｕ
Ｕ
）漁
業
」の
廃
絶
に
も
尽
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能
登
半
島
地
震�

山
本

　佳
久（
北
國
新
聞
社
能
登
地
区
代
表
・
珠
洲
支
局
長
）

「
地
元
紙
が
一
番
」に
背
を
押
さ
れ

残
す 

多
く
の
記
録
を
、
言
葉
を

珠
洲
市
内
の
建
物
被
害
は
９
割
超
に
上

る
。
幾
つ
も
の
古
い
木
造
家
屋
が
つ
ぶ
れ

た
街
で
、
電
柱
が
明
か
り
の
消
え
た
信
号

機
に
も
た
れ
掛
か
り
、
道
路
を
ふ
さ
い
で

い
た
。
左
耳
に
包
帯
を
巻
い
た
女
の
子
が

崩
れ
た
屋
根
瓦
を
踏
み
分
け
、
避
難
所
の

宝ほ
う

立り
ゅ
う

小
中
へ
と
向
か
う
。
周
囲
で
倒
壊
家

屋
の
下
敷
き
に
な
っ
た
人
の
救
助
活
動
が

続
き
、
そ
の
様
子
を
見
守
る
人
た
ち
が
す

す
り
泣
く
声
が
聞
こ
え
た
。

１
年
で
最
も
お
め
で
た
い
は
ず
の
元
日

の
夕
方
、
能
登
半
島
は
最
大
震
度
７
の
揺

れ
に
襲
わ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
数
日
間
、
珠

洲
で
見
た
光
景
は
凄せ

い

惨さ
ん

だ
っ
た
。

嗚お

咽え
つ

を
漏
ら
す
犠
牲
者
の
遺
族
を
前
に

何
も
で
き
な
い
。
発
災
当
初
は
無
力
感
で

い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
が
、「
新
聞
を
読
ま
せ

て
も
ら
え
な
い
か
」と
、
ひ
ょ
っ
こ
り
支

局
に
姿
を
見
せ
た
あ
の
ご
老
人
の
言
葉
に

救
わ
れ
る
思
い
が
し
た
。

老
人
は
当
時
、
支
局
か
ら
道
な
り
に
約

５
㌔
の
若
山
小
の
避
難
所
に
身
を
寄
せ
て

い
た
。
支
局
を
訪
問
し
た
１
月
６
日
、
能

登
地
区
の
取
材
エ
リ
ア
で
あ
る
奥
能
登
４

市
町
で
は
戸
別
配
達
が
再
開
で
き
て
い
な

い
。
新
聞
は
避
難
所
に
配
ら
れ
て
は
い
た

が
、
希
望
す
る
避
難
住
民
の
全
員
に
ま
で

行
き
渡
ら
な
か
っ
た
。
能
登
全
域
で
停
電

や
通
信
障
害
が
続
い
て
お
り
、
避
難
所
は

情
報
が
遮
断
さ
れ
た
状
態
だ
っ
た
。

「
読
み
慣
れ
た
地
元
紙
が
一
番
や
」

こ
ん
な
う
れ
し
い
言
葉
を
何
度
も
口
に

し
、
老
人
は
１
月
１
日
発
行
の
特
別
号
外

（
４
㌻
）や
翌
２
日
の
特
別
夕
刊（
４
㌻
）、

３
日
以
降
の
新
聞
を
次
々
と
め
く
り
、
じ

っ
く
り
目
を
通
し
て
い
た
。

そ
の
姿
に
背
中
を
押
さ
れ
た
。
被
災
地

の
ニ
ュ
ー
ス
を
最
も
求
め
て
い
る
の
は
被

災
し
た
人
自
身
で
あ
る
。
そ
ん
な
当
た
り

前
の
こ
と
を
気
付
か
せ
て
も
ら
っ
た
。
読

者
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
ら
れ
る
の
は
、

ふ
だ
ん
、
ど
こ
よ
り
も
手
厚
い
体
制
で
取

材
に
取
り
組
む
地
元
紙
し
か
な
い
。

本
社
か
ら
の
切
れ
目
な
い
応
援

せ
め
て
支
局
に
来
て
も
ら
え
れ
ば
、
い

つ
で
も
新
聞
が
読
め
る
よ
う
に
し
た
い
。

そ
う
思
い
、
輪
島
総
局
に
駐
在
中
の
現
地

デ
ス
ク
を
通
じ
、
支
局
に
ま
と
ま
っ
た
数

の
新
聞
を
届
け
て
も
ら
え
る
よ
う
、
本
社

の
販
売
局
に
手
配
を
要
請
し
た
。

総
務
局
の
サ
ポ
ー
ト
も
手
厚
か
っ
た
。

発
災
か
ら
間
も
な
く
、
水
の
確
保
も
ま
ま

な
ら
な
い
現
地
で
記
者
が
取
材
に
専
念
で

き
る
体
制
を
整
え
て
も
ら
っ
た
。
水
や
食

料
、
暖
房
機
器
に
使
う
灯
油
を
は
じ
め
、

物
資
の
補
給
が
切
れ
目
な
く
続
い
た
。

本
営
の
編
集
局
か
ら
は
連
日
、
能
登
地

区
の
総
支
局
に
記
者
が
応
援
に
入
っ
た
。

中
堅
・
若
手
に
被
災
地
の
取
材
に
当
た
っ

て
も
ら
い
な
が
ら
、
現
地
の
記
者
は
順
に

休
み
を
取
っ
た
。
震
災
取
材
は
長
丁
場
で

あ
り
、
総
力
戦
だ
と
痛
感
し
て
い
る
。

１
年
生
記
者
が
津
波
撮
影

特
別
号
外
に
は
珠
洲
・
飯
田
港
で
起
き

た
津
波
の
写
真
が
大
き
く
掲
載
さ
れ
た
。

撮
影
し
た
の
は
昨
年
９
月
に
支
局
に
配
属

さ
れ
た
１
年
生
記
者
で
あ
る
。
発
災
直
後

の
市
役
所
の
様
子
を
取
材
し
た
後
、
海
に

近
い
市
役
所
庁
舎
に
迫
り
来
る
黒
い
濁
流

を
カ
メ
ラ
に
収
め
た
。
す
ぐ
に
庁
舎
に
駆

け
込
め
る
よ
う
安
全
を
確
保
し
た
上
で
シ

ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
。
大
規
模
火
災
が
あ

っ
た
輪
島
市
で
は
、
帰
省
中
の
先
輩
が
発

災
時
の
様
子
を
ル
ポ
に
書
い
た
。

能
登
半
島
地
震
は
の
と
里
山
海
道
や
国

道
２
４
９
号
な
ど
幹
線
道
路
が
寸
断
さ

れ
、
海
に
突
き
出
た
半
島
の
悪
条
件
が
初

動
の
遅
れ
に
つ
な
が
っ
た
、
と
の
指
摘
が

あ
る
。
同
じ
課
題
を
抱
え
る
場
所
は
各
地

に
あ
る
。
２
月
24
日
付
朝
刊
の
本
紙
連
載

「
日
本
海
側
か
ら
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」は
こ
う
締

め
く
く
っ
た
。「
能
登
半
島
の
震
災
を
検

証
し
、
復
興
の
道
筋
を
考
え
る
こ
と
は
、

日
本
の
未
来
を
考
え
る
こ
と
だ
」

こ
の
地
震
を
教
訓
と
し
、
語
り
継
い
で

い
く
た
め
に
も
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
記

録
と
言
葉
を
残
し
て
い
こ
う
。
そ
れ
が
私

た
ち
地
元
紙
の
記
者
の
使
命
だ
と
思
う
。

復
旧
・
復
興
へ
の
長
い
道
の
り
を
、
被
災

地
の
皆
さ
ん
と
歩
ん
で
い
き
た
い
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

珠洲市役所前の春日通りに押し寄せる津波。支局の谷屋洸陽記
者が撮影した（１月１日午後 4時44分/北國新聞社提供）
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部
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部
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局
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部
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0
2
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年
８
月
か
ら
現
職
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京
ア
ニ
事
件 

青
葉
被
告
と
面
会 

戸
田

　和
敬（
朝
日
新
聞
大
阪
本
社
社
会
部
）

被
害
者
を
思
い
浮
か
べ
る
様
子

「
教
訓
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

「
自
分
も
人
間
な
の
で
、
極
刑
を
下
さ

れ
て
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
な
い
こ
と
は
な

い
。
厳
粛
に
受
け
止
め
た
い
」

36
人
の
命
が
奪
わ
れ
た
京
都
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
放
火
殺
人
事
件
で
死
刑
判
決
が
言

い
渡
さ
れ
た
翌
日
の
午
後
、
大
阪
拘
置
所

で
記
者
と
の
面
会
に
応
じ
た
青
葉
真
司
被

告（
45
）が
語
っ
た
言
葉
だ
。

「
こ
れ
か
ら
は
出
て
行
こ
う
と
」

逮
捕
後
、
被
告
は
朝
日
新
聞
記
者
の
面

会
に
応
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
京
都
地

裁
で
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
当
日
の
夕
方

も
、
翌
日
の
午
前
も「
辞
退
」が
続
い
た
。

だ
か
ら
、対
応
の
変
化
に
驚
き
も
あ
っ
た
。

気
持
ち
に
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。
拘
置
所
内
の
待
合
室
で
、
ノ
ー
ト
に

書
き
出
し
た
質
問
を
改
め
て
確
認
し
、
受

付
番
号
が
呼
ば
れ
る
の
を
待
っ
た
。

面
会
室
に
入
る
と
、
数
分
後
に
被
告
が

車
イ
ス
を
押
さ
れ
て
入
室
し
た
。
面
会
時

間
は
20
分
間
。
透
明
の
ア
ク
リ
ル
板
越
し

に
、
面
会
に
応
じ
た
理
由
を
尋
ね
た
。

被
告
は
質
問
に
小
さ
く
う
な
ず
き
、
少

し
こ
も
っ
た
、
低
い
声
で
答
え
た
。「
死

刑
に
な
っ
た
以
上
、
何
か
を
隠
し
な
が
ら

生
き
て
い
く
の
は
ど
う
か
と
思
っ
た
。
こ

れ
か
ら
は
出
て
行
こ
う
と
思
う
」

ど
こ
か
吹
っ
切
れ
た
よ
う
な
物
言
い
に

感
じ
た
。
遺
族
は
こ
の
言
葉
を
ど
う
受
け

止
め
る
だ
ろ
う
か
。
公
判
で
見
せ
た
謝
罪

の
意
思
は
本
心
だ
っ
た
の
か
。
そ
ん
な
思

い
を
胸
に
、
質
問
を
重
ね
た
。

「
法
廷
で
の
遺
族
と
の
や
り
取
り
で
何

を
感
じ
た
の
か
」と
尋
ね
る
と
、
記
者
と

終
始
合
わ
せ
て
い
た
目
線
を
下
に
落
と

し
、
頭
を
大
き
く
左
右
に
振
っ
た
。
２
～

３
秒
間
、
考
え
る
し
ぐ
さ
を
見
せ
、
こ
う

返
っ
て
き
た
。

「
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
あ
る
の
は
重
く

受
け
止
め
な
い
と
い
け
な
い
。
一
人
ひ
と

り
周
り
に
認
め
ら
れ
て
、
頑
張
っ
て
い
る

人
が
い
た
。
痛
感
し
た
の
は
、
一
人
ひ
と

り
の『
顔
』が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
」

被
告
は
以
前
、
公
判
の
中
で
遺
族
か
ら

「（
犠
牲
者
の
）家
族
の
存
在
を
知
っ
て
い

た
の
か
」と
問
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

被
告
は「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
そ
こ

ま
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
」と
答
え

た
。
い
ま
目
の
前
に
い
る
被
告
は
、
被
害

者
一
人
ひ
と
り
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
言

葉
を
紡
い
で
い
る
と
感
じ
た
。

被
告
の
半
生
や
事
件
の
経
緯
が
明
ら
か

に
な
っ
た
の
は
、
大
や
け
ど
を
負
っ
た
被

告
の
治
療
に
あ
た
っ
た
医
師
ら
の
仕
事
に

他
な
ら
な
い
。
医
師
た
ち
へ
の
思
い
を
聞

く
と
、
10
秒
ほ
ど
言
葉
に
詰
ま
っ
た
。
回

答
が
す
ぐ
に
見
つ
か
ら
ず
、
言
葉
を
選
ん

で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
そ
こ
は
保
留
に
し
ま
す
」と
答
え
た

後
に
間
を
置
き
、「
支
え
て
く
れ
た
人
に

は
、
あ
り
が
た
い
の
一
言
し
か
な
い
。
感

謝
の
言
葉
し
か
な
い
で
す
」と
小
さ
な
声

で
絞
り
出
す
よ
う
に
言
っ
た
。
直
後
に
面

会
終
了
を
告
げ
る
ア
ラ
ー
ム
が
鳴
っ
た
。

遺
族
の
受
け
止
め
と
共
に
報
道

面
会
後
に
記
者
の
報
告
を
受
け
、
社
内

で
は
、
被
告
の
言
葉
を
一
方
的
に
発
信
す

る
の
で
は
な
く
、
遺
族
の
受
け
止
め
も
報

じ
る
べ
き
だ
と
の
意
見
も
あ
り
、
合
わ
せ

て
配
信
、
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

面
会
を
終
え
て
思
う
の
は
、
公
判
前
に

想
像
し
て
い
た
、
大
勢
の
命
を
奪
っ
た
殺

人
事
件
の
刑
事
被
告
人
と
し
て
の
被
告

と
、
面
会
室
で
対
面
し
た
被
告
と
に
感
じ

た
ギ
ャ
ッ
プ
だ
っ
た
。
な
ぜ
事
件
が
起
き

た
の
か
、
ど
こ
か
で
防
げ
な
か
っ
た
の
か

と
の
思
い
が
強
ま
っ
た
。

被
告
が
育
っ
た
境
遇
か
ら
は
、
日
本
社

会
が
抱
え
て
き
た
様
々
な
課
題
が
浮
か
び

上
が
っ
た
の
も
事
実
だ
。「
虐
待
」「
貧
困
」

「
孤
立
」「
派
遣
切
り
」―
―
。
面
会
で
被
告

は「
今
と
な
っ
て
は
言
い
訳
に
過
ぎ
な

い
」と
し
た
一
方
で
、「
事
件
を
後
に
教

訓
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
部
分
が
少
し
あ

る
」と
も
述
べ
た
。

被
告
は
面
会
後
、
大
阪
高
裁
に
控
訴
し

た
。「
発
信
で
き
な
く
な
る
か
ら
控
訴
す

る
」と
面
会
で
説
明
し
て
い
た
。
被
告
の

言
葉
を
今
後
も
注
視
し
て
い
き
た
い
。

人
心
失
い
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
工
作

車いすで入廷する青葉真司被告（１月25日/京都地裁/絵・岩崎絵里/朝日新聞社提供）
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自
民
党
派
閥
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
不
記
載
事
件�

荒
船

　清
太（
産
経
新
聞
社
社
会

部
司
法
キ
ャ
ッ
プ
）

派
閥
の
機
能
不
全
あ
ら
わ

「
悪
」で
す
ら
な
い
だ
ら
し
な
さ

東
京
地
検
特
捜
部
が
手
が
け
た
自
民
党

の
派
閥
の
パ
ー
テ
ィ
ー
収
入
不
記
載
事
件

を「
令
和
の
リ
ク
ル
ー
ト
事
件
」と
み
る

向
き
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
政
治
と
新
興
企

業
の
底
知
れ
ぬ
癒
着
を
暴
い
た
平
成
の
大

疑
獄
に
失
礼
と
い
う
も
の
だ
。
不
記
載
事

件
を
通
じ
て
見
え
た
の
は
、
情
け
な
く
変

わ
り
果
て
た
派
閥
の
末
期
症
状
だ
っ
た
。

派
閥
主
導
で
規
正
法
を
愚
弄

特
捜
部
の
捜
査
が
本
格
化
し
た
の
は
昨

年
12
月
の
こ
と
だ
。

自
民
党
の
派
閥
は
パ
ー
テ
ィ
ー
券
の
販

売
ノ
ル
マ
を
議
員
に
課
し
、
ノ
ル
マ
を
超

え
た
分
は
議
員
に
キ
ッ
ク
バ
ッ
ク（
還

流
）し
て
き
た
が
、
安
倍
派（
清
和
政
策

研
究
会
）を
中
心
に
そ
の
一
部
を
政
治
資

金
収
支
報
告
書
に
記
載
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
が
判
明
。
対
象
は
国
会
議
員
だ
け
で

百
人
前
後
に
上
り
、
検
察
は
他
部
署
の
幹

部
ま
で
駆
り
出
す
異
例
の
体
制
で
国
会
の

閉
会
期
間
中
の
集
中
捜
査
に
乗
り
出
し

た
。並

行
し
て
取
材
を
進
め
て
き
た
我
々
の

も
と
に
永
田
町
界
隈
か
ら
上
が
っ
て
き
た

情
報
が
示
し
た
の
は
、
派
閥
主
導
で
シ
ス

テ
ム
化
さ
れ
た
裏
金
作
り
だ
。

ノ
ル
マ
超
過
分
は
同
時
期
で
一
斉
に
議

員
に
返
し
、
参
院
選
の
年
は
改
選
議
員
に

ノ
ル
マ
分
も
含
め
て
全
額
を
還
流
。
選
挙

に
流
用
さ
れ
た
事
実
も
確
認
さ
れ
た
。

安
倍
派
は
他
の
派
閥
と
違
い
、
ノ
ル
マ

超
過
分
の
収
支
を
一
切
記
載
せ
ず
、
裏
金

と
な
っ
て
い
た
。
政
治
資
金
規
正
法
を
愚

弄
す
る
か
の
よ
う
な
派
閥
主
導
の
悪
質
性

を
検
察
幹
部
も
強
調
し
て
い
た
。

安
倍
派
は
安
倍
晋
三
元
首
相
、
細
田
博

之
元
衆
院
議
長
と
相
次
い
で
会
長
を
亡
く

し
て
お
り
、
特
捜
部
は
実
務
を
仕
切
る
歴

代
事
務
総
長
経
験
者
を
含
む
議
員
を
一
斉

聴
取
。
だ
が
、
幹
部
議
員
の
立
件
に
執
念

を
見
せ
て
い
た
一
部
現
場
の
意
気
込
み
と

は
裏
腹
に
、「
５
人
衆
」と
さ
れ
た
安
倍

派
の
事
務
総
長
経
験
者
ら
は
事
務
局
長
ら

に
責
任
の
矛
先
を
向
け
る
だ
け
で
客
観
証

拠
も
足
り
ず
、
今
年
１
月
、
派
閥
は
会
計

責
任
者
で
あ
る
現
旧
の
事
務
局
長
、
議
員

側
は
高
額
の
還
流
を
受
け
た
議
員
３
人
や

秘
書
を
起
訴
し
て
捜
査
は
終
結
し
た
。

電
話
に
す
ら
出
な
い
幹
部

派
閥
幹
部
の
刑
事
責
任
を
問
う
に
至
ら

な
か
っ
た
の
は
、
派
閥
が
権
力
闘
争
華
や

か
か
り
し
時
代
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な

い
ほ
ど
溶
解
し
て
い
た
の
が
一
因
だ
。

取
材
を
進
め
て
い
て
も
、事
件
は
派
閥
、

ひ
い
て
は
自
民
党
の
帰き

趨す
う

を
か
け
た
一
大

事
だ
と
い
う
の
に
、
幹
部
か
ら
派
閥
と
し

て
の
指
示
は
ほ
ぼ
な
し
。
捜
査
へ
の
対
応

を
ま
と
め
て
い
た
の
は
党
の
顧
問
弁
護
士

で
、「
幹
部
は
電
話
に
す
ら
出
な
い
」と

の
ぼ
や
き
が
そ
こ
か
し
こ
で
聞
こ
え
た
。

あ
げ
く
の
果
て
に
池
田
佳
隆
衆
院
議
員

に
は
パ
ソ
コ
ン
を
ド
ラ
イ
バ
ー
で
破
壊
し

た
証
拠
隠
滅
の
疑
い
が
か
か
り
、
特
捜
部

は
在
宅
捜
査
の
方
針
を
変
え
て
年
明
け
に

規
正
法
違
反
容
疑
で
逮
捕
。
疑
惑
を
か
け

ら
れ
た
側
と
し
て
最
低
限
の
身
の
処
し
方

す
ら
所
属
議
員
に
徹
底
で
き
な
い
派
閥
の

機
能
不
全
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

派
閥
の
浮
沈
が
か
か
る
記
載
、不
記
載
の

決
断
に
幹
部
が
責
任
を
取
ら
な
い

―
。

年
末
以
降
の
派
閥
解
消
の
過
程
を
ど
こ
か

冷
め
た
気
分
で
受
け
止
め
た
の
は
、
派
閥

と
し
て
最
低
限
の
機
能
す
ら
果
た
せ
な
い

姿
を
取
材
で
見
せ
つ
け
ら
れ
た
か
ら
に
違

い
な
い
。

政
治
に
は
カ
ネ
が
か
か
る
。
そ
れ
は
規

正
法
の
精
神
に
織
り
込
み
済
み
だ
。
だ
か

ら
こ
そ
規
正
法
は
そ
の
使
い
途
に
つ
い

て
、
と
や
か
く
い
わ
ず
、
収
支
報
告
書
に

書
き
さ
え
す
れ
ば
大
抵
の
こ
と
は
罪
に
問

わ
な
い
。
ザ
ル
法
と
い
わ
れ
る
由
縁
だ
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
の
法
に
違
反

し
て
何
人
が
起
訴
さ
れ
、
議
席
を
失
っ
た

こ
と
か
。
議
員
生
命
が
か
か
る
の
に
不
記

載
で
処
理
す
る
。「
悪
」
で
す
ら
な
く
、

ひ
と
え
に
、
だ
ら
し
が
な
い
。

国
会
で
は
規
正
法
改
正
の
議
論
が
か
ま

び
す
し
い
が
、
も
は
や
個
人
の
順
法
精
神

に
任
せ
る
法
の
立
て
付
け
自
体
が
神
通
力

を
失
っ
て
い
な
い
か
。
党
や
派
閥
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
を
促
す
改
正
で
な
け
れ
ば
、
捜

査
の
出
番
は
ま
た
早
晩
、
来
る
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

特捜部の捜査終結後に訂正された安倍派の政治資金収支報
告書には「訂正」の文字が並んでいた（筆者撮影/産経新聞社提供）
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東
日
本
大
震
災
か
ら
13
年
。
そ
の
年
に

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
今
年
、
全
員
が
中
学

生
年
代
に
な
る
。
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担

う
の
は
災
禍
を
経
験
し
て
い
な
い
、
記
憶

が
な
い
児
童
生
徒
た
ち
。「
い
の
ち
の
教

え
」を
未
来
に
つ
な
ぐ
た
め
、
私
た
ち
は

防
災
教
育
の
現
場
取
材
を
続
け
て
い
る
。

■
高
校
生
が
中
学
に
出
前
授
業

岩
手
の
子
ど
も
た
ち
の
防
災
意
識
は
お

お
む
ね
高
い
。
そ
れ
は
、
震
災
後
の
２
０

１
１
年
度
か
ら
岩
手
県
内
の
公
立
学
校
で

展
開
さ
れ
る
独
自
の
プ
ロ
グ
ラ
ム「
い
わ

て
の
復
興
教
育
」に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い
。「
い
き
る
　
か
か
わ
る
　
そ
な
え
る
」

の
三
つ
の
教
育
的
価
値
を
掲
げ
、
命
や
家

族
の
尊
さ
、
地
域
へ
の
愛
着
を
深
め
る
内

容
で
、
子
ど
も
た
ち
は
学
校
で
の
学
び
を

後
輩
や
地
域
に
還
元
す
る
良
い
流
れ
が
で

き
て
い
る
。

特
に「
あ
の
日
」の
記
憶
が
お
ぼ
ろ
げ

な
が
ら
も
残
る
高
校
生
年
代
の
存
在
が
頼

も
し
い
。
沿
岸
北
部
の
種
市
高
は
地
元
小

中
学
校
へ
の
津
波
防
災
に
関
す
る
出
前
授

岩
手
の
防
災
・
復
興
教
育�

小
野
寺

　隼
矢（
岩
手
日
報
社
報
道
部
）

「
い
の
ち
の
授
業
」つ
な
ぐ

公
立
50
校
に
定
点
調
査

業
を
展
開
。
潜
水
と
土
木
の
知
識
や
技
術

を
学
ぶ
全
国
唯
一
の
海
洋
開
発
科
が
あ
る

特
色
を
生
か
し
、
水
槽
で
津
波
の
発
生
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
再
現
し
、
幼
い
子
に
も
視
覚

で
早
期
避
難
の
重
要
性
を
訴
え
る
。

内
陸
北
部
の
一
戸
高（
４
月
か
ら
北
桜

高
）は
相
次
ぐ
豪
雨
災
害
を
受
け
、
生
徒

有
志
が
全
校
で
防
災
意
識
調
査
を
実
施
。

避
難
意
識
の
向
上
へ
、
避
難
生
活
に
必
要

な
用
具
を
ま
と
め
る「
防
災
ボ
ト
ル
」作

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
す
る
な
ど
、

地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に
力
を
注
い

で
い
る
。

子
ど
も
た
ち
の
生
き
た
実
践
を
記
録
、

発
信
し
、
大
人
を
含
め
た
防
災
意
識
を
喚

起
す
る
こ
と
は
、
地
域
の
生
活
に
密
着
す

る
地
方
紙
な
ら
で
は
の
役
割
だ
。
加
え
て

も
う
一
つ
の
柱
に
、
岩
手
大
と
共
同
で
県

内
の
公
立
小
中
高
、
特
別
支
援
学
校
の
計

50
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
行
っ
て
い
る

定
点
調
査
が
あ
る
。

震
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
た
授
業
の
状
況

や
、
地
域
や
家
庭
と
連
携
し
た
災
害
に
対

す
る「
備
え
」の
意
識
や
実
践
、
命
を
守

る
教
育
を
進
め
る
上
で
の
教
職
員
の
課
題

や
葛
藤
の
経
年
変
化
を
可
視
化
す
る
狙

い
。
23
年
度
で
５
回
目
と
な
り
、
例
年
、

児
童
生
徒
２
千
人
余
、
教
職
員
１
千
人
前

後
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

■
次
な
る
リ
ス
ク
、
備
え
い
か
に

そ
の
中
で
直
近
の
課
題
の
一
つ
に
、
日

本
海
溝
・
千
島
海
溝
沿
い
巨
大
地
震
へ
の

備
え
が
挙
げ
ら
れ
る
。
岩
手
県
が
22
年
９

月
に
公
表
し
、
東
日
本
大
震
災
を
上
回
る

犠
牲
者
数
を
示
し
た「
最
悪
条
件
」の
被

害
想
定
に
つ
い
て
、
23
年
度
調
査
で
内
容

を「
知
ら
な
い
」と
し
た
児
童
生
徒
が
６

割
超
に
上
っ
た
。
岩
手
県
の
三
陸
地
方
に

伝
わ
る
教
訓「
津
波（
命
）て
ん
で
ん
こ
」

の
意
味
を
理
解
し
て
い
な
い
子
ど
も
も
６

割
超
お
り
、
特
に
震
災
後
生
ま
れ
の
小
学

生
年
代
へ
の
浸
透
が
低
い
。
全
県
で
学
び

を
深
め
る
工
夫
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

教
職
員
の
状
況
は
よ
り
複
雑
だ
。
公
表

か
ら
１
年
半
が
た
つ
が
、
被
害
想
定
を
授

業
な
ど
で
扱
っ
た
の
は
２
割
弱
の
み
。
対

応
が
遅
れ
て
い
る
理
由
に
は「（
想
定
を
）

詳
し
く
理
解
し
て
い
な
い
」と
の
声
が
目

立
ち
、「
子
ど
も
を
不
安
に
さ
せ
た
く
な

い
」と
個
人
判
断
で
制
限
を
設
け
た
り
、

「
時
間
の
余
裕
が
な
い
」と
多
忙
化
が
背

景
と
み
ら
れ
る
指
摘
も
あ
っ
た
。
震
災
を

経
験
し
て
い
な
い
教
職
員
も
増
え
、
改
め

て
防
災
・
復
興
教
育
の
組
織
的
な
指
導
体

系
を
見
直
し
、
強
化
す
る
時
期
に
来
て
い

る
と
感
じ
る
。

震
災
で
、
子
ど
も
た
ち
の
率
先
し
た
避

難
行
動
が
つ
な
い
だ
命
が
あ
っ
た
。逆
に
、

失
わ
れ
た
、救
い
得
た
若
い
命
も
あ
っ
た
。

次
世
代
に
、
あ
の
日
の
思
い
を
繰
り
返
さ

せ
な
い
た
め
に
。
使
命
感
と
現
実
の
は
ざ

ま
で
葛
藤
す
る
教
職
員
の
背
中
を
押
せ
る

よ
う
に
。
命
の
学
び
の
現
場
を
多
角
的
に

報
じ
続
け
る
こ
と
が
、
被
災
地
の
新
聞
社

の
役
割
と
信
じ
て
い
る
。

高校生対象の地域防災フォーラムで、取り組みの成果を披露する一戸高の生徒。若き感
性で相互に学び合う機会の充実も、次なる備えに欠かせない（2023年8月/岩手日報社提供）
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特集　3.11から13年　防災・復興教 育
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特 集　3.11から13年　原発処理水放出余波

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
の
処
理
水
放

出
を
巡
っ
て
中
国
が
水
産
物
の
禁
輸
措
置

に
踏
み
切
り
、
青
森
県
産
の
ホ
タ
テ
や
ナ

マ
コ
が
行
き
場
を
失
っ
た
。
長
年
に
わ
た

っ
て「
お
得
意
さ
ま
」と
し
て
き
た
巨
大

市
場
へ
の
依
存
度
は
高
く
、
漁
業
関
係
者

の
打
撃
は
計
り
知
れ
な
い
。 

欧
米
や
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
も
好
ま
れ

る
ホ
タ
テ
は
、
輸
出
に
適
し
た
商
材
だ
。

日
本
貿
易
振
興
機
構（
ジ
ェ
ト
ロ
）に
よ

る
と
、
２
０
２
２
年
の
輸
出
量
は
青
森
県

原
発
処
理
水
放
出
に
中
国
禁
輸�

伊
藤

　卓
哉（
河
北
新
報
社
青
森
総
局
）

陸
奥
湾
ホ
タ
テ 

ナ
マ
コ
直
撃

巨
大
市
場
へ
シ
フ
ト
の
果
て
に

が
８
８
２
６
㌧
。
そ
の
う
ち
、
中
国
向
け

は
重
量
ベ
ー
ス
で
約
85
％
に
上
っ
た
。 

中
国
の
禁
輸
で
状
況
は
暗
転
す
る
。
県

内
の
ホ
タ
テ
加
工
業
者
約
20
社
は
禁
輸
措

置
の
あ
お
り
を
受
け
、約
７
５
０
０
㌧（
昨

年
９
月
末
時
点
）の
在
庫
を
抱
え
る
窮
地

に
追
い
込
ま
れ
た
。
県
と
む
つ
市
は
、
国

の
補
助
金
を
活
用
し
、
業
者
か
ら
ホ
タ
テ

を
買
い
上
げ
て
学
校
給
食
に
無
償
提
供
す

る
が
、
総
量
は
約
14
・
５
㌧
。
根
本
的
な

解
決
に
至
ら
な
い
の
が
現
状
だ
。 

市
場
で
は
、
最
大
産
地
の
北
海
道
産
も

大
量
に
だ
ぶ
つ
き
、
バ
イ
ヤ
ー
の
買
い
た

た
き
が
始
ま
っ
た
た
め
、
値
崩
れ
を
起
こ

す
。
そ
の
結
果
、
安
価
に
な
っ
た
北
海
道

産
が
ス
ー
パ
ー
で
大
量
に
販
売
さ
れ
、
青

森
県
産
が
陳
列
棚
の
隅
に
追
い
や
ら
れ
る

危
機
に
さ
ら
さ
れ
た
。 

■
ス
ピ
ー
ド
・
桁
違
い
の
契
約
量

東
日
本
大
震
災
以
降
、
中
国
は
原
発
事

故
の
影
響
か
ら
宮
城
、
福
島
な
ど
計
10
都

県
の
水
産
物
の
禁
輸
措
置
を
続
け
て
き
た
。

東
北
で
中
国
へ
の
輸
出
が
突
出
し
て
い
た

の
が
、対
象
外
の
青
森
県
だ
っ
た
。財
務
省

貿
易
統
計
で
は
、
直
近
の
22
年
は
東
北
で

47
億
２
６
０
０
万
円
だ
が
、
青
森
県
は
41

億
２
２
０
０
万
円
で
約
９
割
を
占
め
た
。 

青
森
の
中
国
シ
フ
ト
が
そ
こ
ま
で
進
ん

だ
の
は
、「
他
国
に
は
な
い
取
引
の
ス
ピ

ー
ド
感
と
桁
違
い
の
契
約
量
」（
青
森
市
の

ホ
タ
テ
加
工
業
者
幹
部
）が
主
な
要
因
だ
。

22
年
に
発
効
さ
れ
た
日
中
韓
な
ど
が
加
盟

す
る
地
域
的
な
包
括
的
経
済
連
携（
Ｒ
Ｃ

Ｅ
Ｐ
）協
定
で
、
中
国
向
け
の
ホ
タ
テ
が

早
け
れ
ば
10
年
ほ
ど
で
関
税
が
撤
廃
さ
れ

る
と
い
う
追
い
風
も
吹
い
て
い
た
。
海
を

隔
て
た
大
国
の
魅
力
的
な
条
件
を
前
に
、

他
国
へ
の
販
路
開
拓
が
進
ま
な
い
状
況
が

生
ま
れ
た
。 

全
世
界
的
に
需
要
が
あ
る
ホ
タ
テ
は
、

「
中
東
や
南
米
で
も
引
き
合
い
が
あ
る
」

（
ジ
ェ
ト
ロ
青
森
担
当
者
）と
い
っ
た
わ
ず

か
な
光
が
あ
る
。
た
だ
、
ナ
マ
コ
は
そ
う

も
い
か
な
い
。 

ナ
マ
コ
は
、
中
国
で
高
級
食
材
と
し
て

扱
わ
れ
、
高
値
で
取
引
さ
れ
て
き
た
こ
と

か
ら「
黒
い
ダ
イ
ヤ
」と
も
呼
ば
れ
る
。

薬
効
豊
か
な「
海
の
高
麗
人
参
」と
さ
れ
、

贈
答
用
で
も
重
宝
さ
れ
て
き
た
。
あ
る
専

門
家
は「
接
待
で
も
使
わ
れ
、
相
手
に
よ

っ
て
も
ラ
ン
ク
が
変
わ
る
。
換
金
材
と
し

て
の
用
途
も
あ
る
」と
明
か
す
。 

県
産
ナ
マ
コ
の
輸
出
額
は
中
国
向
け
が

22
・
41
㌧
で
お
よ
そ
７
割
。
ホ
タ
テ
は
春

か
ら
夏
に
水
揚
げ
の
最
盛
期
を
迎
え
る
の

に
対
し
、
ナ
マ
コ
は
冬
に
漁
が
本
格
化
す

る
。
陸
奥
湾
内
の
漁
師
に
と
っ
て
、
ナ
マ

コ
は
ホ
タ
テ
と
双
璧
を
成
す
収
入
源
と
な

っ
て
い
る
。 

ナ
マ
コ
は
、
国
内
で
の
消
費
量
も
少
な

い
上
、
基
本
的
に
中
華
圏
以
外
の
輸
出
先

が
な
い
。使
用
用
途
が
限
ら
れ
る
食
材
で
、

販
路
の
広
が
り
に
欠
く
。
各
国
の
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
タ
ウ
ン
を
標
的
と
し
て
も
、
取
り

扱
い
は
微
々
た
る
量
に
と
ど
ま
る
。 

■
足
並
み
そ
ろ
え
て
漁
見
送
る

青
森
県
漁
連
は
ナ
マ
コ
漁
を
行
う
県
内

27
漁
協
で
足
並
み
を
そ
ろ
え
、
昨
年
10
月

の
漁
を
見
送
っ
た
。
水
揚
げ
し
て
も
買
い

手
が
付
か
な
い
た
め
だ
。
禁
漁
は
１
カ
月

で
終
了
し
た
が
、
県
漁
連
幹
部
は「
業
者

の
買
い
取
り
が
な
け
れ
ば
、
漁
に
出
て
も

意
味
が
な
い
。
見
合
う
分
の
ナ
マ
コ
を
捕

る
し
か
な
い
」と
嘆
い
た
。 

震
災
か
ら
間
も
な
く
13
年
。
原
発
事
故

の
影
響
は
い
ま
だ
に
水
産
業
界
に
ま
と
わ

り
つ
く
。
青
森
県
の
重
要
な
産
業
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
も
、
行
政
と
民
間
事
業
者

が
タ
ッ
グ
を
組
み
、
リ
ス
ク
分
散
を
図
る

た
め
の
輸
出
ル
ー
ト
を
確
保
す
る
の
が
急

務
だ
。

無償提供のホタテを利用した給食に舌鼓を打つ青
森県内の中学生（2023年12月/河北新報社提供）
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特集　3.11から13年　東電福島原 発

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
１

原
発
事
故
か
ら
13
年
。
太
平
洋
に
面
し
た

福
島
第
１
原
発（
大
熊
町
、
双
葉
町
）を

「
Ｃ
」の
字
で
囲
む
よ
う
に
建
設
さ
れ
た

の
が
中
間
貯
蔵
施
設
だ
。
福
島
県
内
59
市

町
村
の
う
ち
西
部
の
会
津
地
方
を
除
く
計

52
市
町
村
か
ら
、
除
染
作
業
で
か
き
集
め

ら
れ
た
放
射
性
物
質
を
含
む
土
壌
や
草
木

な
ど
が
搬
入
さ
れ
て
い
る
。
面
積
は
約
１

６
０
０
㌶
あ
り
、
東
京
都
の
渋
谷
区
や
中

野
区
よ
り
広
大
な「
迷
惑
施
設
」（
内
堀
雅

雄
福
島
県
知
事
）だ
。

放
射
性
廃
棄
物 

最
終
処
分 

藁
谷

　隆（
福
島
民
報
社
編
集
局
報
道
部
）

県
外
搬
出 

見
通
し
立
た
ず

色
あ
せ
る
廃
炉
の
青
写
真

福
島
第
１
原
発
が
立
地
す
る
大
熊
、
双

葉
両
町
、福
島
県
が
２
０
１
４
年
９
月
、建

設
を「
苦
渋
の
決
断
」で
受
け
入
れ
た
。
１

月
末
現
在
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
は
東
京
ド

ー
ム
約
11
個
分
に
相
当
す
る
１
３
７
６
万

立
方
㍍
の
除
去
土
壌
な
ど
が
搬
入
さ
れ
て

い
る
。
帰
還
困
難
区
域
に
再
び
人
が
住
め

る
よ
う
に
除
染
な
ど
を
進
め
る「
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
」の
整
備
に
伴
い
、
土
壌

な
ど
の
除
染
廃
棄
物
は
増
え
続
け
て
い
る
。

■
通
用
せ
ぬ「
時
間
切
れ
」の
再
演

中
間
貯
蔵
は
あ
く
ま
で
も
一
時
保
管
で

あ
り
、
最
終
処
分
で
は
な
い
。
除
染
廃
棄

物
は
２
０
４
５
年
３
月
12
日
ま
で
に
、
国

が
福
島
県
外
で
最
終
処
分
す
る
と
法
律
で

定
め
ら
れ
て
い
る
。
環
境
省
を
中
心
と
し

た
最
終
処
分
の
議
論
は
始
ま
っ
た
ば
か
り

で
、
県
外
搬
出
の
見
通
し
は
立
っ
て
い
な

い
。
内
堀
知
事
は
昨
年
10
月
の
講
演
で

「
２
０
４
５
年
ま
で
、
た
っ
た
22
年
」と

危
機
感
を
あ
ら
わ
に
し
、
国
が
責
任
を
持

っ
て
対
応
す
る
よ
う
訴
え
た
。
最
終
処
分

候
補
地
の
選
定
、
住
民
ら
の
合
意
形
成
、

施
設
整
備
な
ど
に
相
当
な
時
間
を
要
す

る
。
政
府
が
福
島
第
１
原
発
処
理
水
の
海

洋
放
出
を
決
定
し
た
際
の
よ
う
な「
時
間

切
れ
」の
演
出
で
は
国
民
の
理
解
を
得
ら

れ
な
い
。

環
境
省
が
関
東
地
方
で
計
画
す
る
除
染

土
壌
の
再
生
利
用
実
証
試
験
は
地
域
住
民

の
理
解
を
得
ら
れ
ず
、
手
詰
ま
り
状
態
に

あ
る
。埼
玉
県
所
沢
市
議
会
は
昨
年
３
月
、

住
民
合
意
の
な
い
実
証
試
験
を
認
め
な
い

と
決
議
。
新
た
な
葛
藤
、
分
断
を
生
ん
で

い
る
。

福
島
県
復
興
の
大
前
提
と
な
る
福
島
第

１
原
発
の
廃
炉
は
、
何
を
持
っ
て
完
了
し

た
と
す
る
の
か
。
事
故
発
生
か
ら
13
年
が

経
過
す
る
今
な
お
、
廃
炉
の
最
終
形
は
不

明
だ
。
国
と
東
電
の
廃
炉
工
程
表
に
も
記

さ
れ
て
い
な
い
。
原
発
敷
地
内
に
は
、
１

～
３
号
機
で
計
約
８
８
０
㌧
に
上
る
と
推

計
さ
れ
る
溶
融
核
燃
料（
デ
ブ
リ
）、
約

１
万
２
千
体
の
使
用
済
み
核
燃
料
な
ど
が

あ
る
。
こ
う
し
た
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
は
も
ち
ろ
ん
、
汚
染
さ
れ
た
が
れ
き
な

ど
を
最
終
的
に
ど
う
処
分
す
る
の
か
は
議

論
さ
え
始
ま
っ
て
い
な
い
。

福
島
県
は
政
府
と
東
電
に
対
し
、
デ
ブ

リ
や
使
用
済
み
核
燃
料
な
ど
の
放
射
性
廃

棄
物
の
県
外
搬
出
を
求
め
続
け
て
い
る

が
、
中
間
貯
蔵
施
設
に
一
時
保
管
し
て
い

る
除
染
廃
棄
物
の
よ
う
に
県
外
最
終
処
分

の
法
的
担
保
は
今
も
な
い
。

政
府
と
東
電
は
放
射
性
廃
棄
物
の
最
終

処
分
に
向
け
た
検
討
に
は
、
デ
ブ
リ
の
性

質
や
状
態
の
把
握
が
前
提
に
な
る
と
し
て

い
る
。
廃
炉
工
程
表
で
は
事
故
か
ら
10
年

以
内
に
デ
ブ
リ
を
取
り
出
す
と
し
て
い
た

が
、
延
期
を
繰
り
返
し
、
１
月
に
は
３
度

目
の
延
期
を
決
定
。
先
行
き
の
不
透
明
さ

が
増
し
て
い
る
。
工
程
表
で
廃
炉
完
了
は

「
事
故
か
ら
30
～
40
年
後
」と
し
て
い
る

青
写
真
は
年
を
追
う
ご
と
に
色
あ
せ
て
き

て
い
る
と
感
じ
る
。

■
共
感
を
広
げ
、
解
決
の
糸
口
を

「
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
」（
ニ
ン
ビ
ー
）。ノ
ッ
ト
・

イ
ン
・
マ
イ
・
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
頭
文
字

で
、
迷
惑
施
設
の
必
要
性
を
理
解
し
つ
つ

も
自
宅
裏
に
は
置
か
な
い
で
ほ
し
い
と
い

う
略
語
だ
。
国
内
外
の
環
境
問
題
な
ど
で

度
々
、
耳
に
す
る
。
原
発
事
故
に
起
因
し

た
福
島
の
復
興
課
題
は
ま
さ
に
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ

Ｙ
だ
。
除
染
廃
棄
物
に
し
ろ
、
放
射
性
廃

棄
物
に
し
ろ
、
福
島
県
外
で
最
終
処
分
す

る
際
に
は
必
ず
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
が
大
き
な

壁
と
な
っ
て
立
ち
は
だ
か
る
だ
ろ
う
。
国

策
と
し
て
原
子
力
を
推
し
進
め
て
き
た
政

府
が
前
面
に
立
っ
て
、
国
民
の
間
に
自
分

事
と
し
て
共
感
を
広
げ
な
け
れ
ば
解
決
の

糸
口
は
見
つ
か
ら
な
い
。

除染作業でかき集められた放射性物質を含む土
壌などの貯蔵が進む中間貯蔵施設。廃炉作業
が進む福島第１原発には大型クレーンが立ち並
ぶ（2023年９月28日/福島県大熊町/福島民報社提供）
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特 集　3.11から13年　帰還困難区域

東
京
電
力
福
島
第
１
原
発
事
故
か
ら
13

年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
福
島

県
内
に
は
、
い
ま
だ
に
原
則
と
し
て
立
ち

入
り
で
き
な
い
帰
還
困
難
区
域
が
存
在
し

て
い
る
。
国
は
新
た
に「
特
定
帰
還
居
住

区
域
」と
い
う
制
度
を
設
け
、
避
難
指
示

の
解
除
に
向
け
た
手
続
き
を
進
め
て
い
る

も
の
の
、
住
民
の
帰
還
の
実
現
に
は
ま
だ

時
間
が
か
か
る
の
が
現
状
だ
。

「
私
た
ち
が
帰
る
こ
と
が
で
き
な
い
の

は
放
射
線
量
の
問
題
で
す
か
、
そ
れ
と
も

国
の
予
算
の
問
題
で
す
か
」。
帰
還
困
難

区
域
を
抱
え
る
自
治
体
の
住
民
説
明
会

で
、
あ
る
男
性
が
声
を
上
げ
た
。
こ
の
一

言
は
、
近
年
の
帰
還
困
難
区
域
を
巡
る
問

題
の
本
質
を
鋭
く
つ
い
て
い
る
。

原
発
事
故
で
は
、
制
御
不
能
に
な
っ
た

原
発
で
核
燃
料
が
溶
け
落
ち
、
そ
こ
か
ら

発
生
す
る
放
射
性
物
質
が
外
部
に
放
出
さ

れ
た
。
帰
還
困
難
区
域
は
、
放
射
線
量
が

高
い
た
め
、
当
面
は
帰
る
こ
と
が
で
き
な

い
地
域
と
し
て
設
定
さ
れ
た
。

環
境
行
政
の
根
幹
に
、
環
境
汚
染
か
ら

の
回
復
の
費
用
は
汚
染
者
が
責
任
を
持
つ

帰
還
困
難
区
域�

菅
野

　篤
司（
福
島
民
友
新
聞
社
編
集
委

員
・
浜
通
り
創
生
担
当
）

「
帰
り
た
い
」積
み
重
な
る
13
年

「
帰
れ
な
い
の
は
国
の
都
合
か
」

「
汚
染
者
負
担
の
原
則
」と
い
う
方
針
が

あ
る
。
こ
の
た
め
、
事
故
後
に
国
や
自
治

体
は
、
住
民
に
身
近
な
環
境
か
ら
放
射
性

物
質
を
取
り
除
く「
除
染
」を
行
っ
た
が
、

そ
の
経
費
は
汚
染
者
で
あ
る
東
京
電
力
に

支
払
い
を
求
め
て
い
た
。

■
復
興
拠
点
の
内
外
で
分
断

そ
の
後
、
帰
還
困
難
区
域
の
中
に
、
先

行
し
て
住
民
が
帰
る
こ
と
が
で
き
る「
特

定
復
興
再
生
拠
点
区
域（
復
興
拠
点
）」を

設
け
、
そ
の
区
域
の
避
難
指
示
解
除
を
目

指
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
際
、
国
は
イ

ン
フ
ラ
と
一
体
的
に
整
備
す
る
こ
と
な
ど

を
理
由
に
除
染
に
国
費
を
投
入
す
る
こ
と

を
決
め
た
。
帰
還
困
難
区
域
の
環
境
回
復

は
、
一
義
的
に
国
が
主
体
と
な
っ
た
。

復
興
拠
点
の
範
囲
は
、
関
係
自
治
体
が

計
画
を
つ
く
り
、
国
が
認
定
す
る
形
で
決

め
ら
れ
た
。
帰
還
困
難
区
域
の
住
民
の
間

に
、自
宅
が
復
興
拠
点
内
に
含
ま
れ
た
か
、

外
れ
て
し
ま
っ
た
か
と
い
う
分
断
が
生
じ

た
。
拠
点
か
ら
外
れ
た
住
民
は「
な
ぜ
外

れ
た
の
か
。
い
つ
解
除
に
な
る
の
か
」と

説
明
会
で
何
度
も
聞
く
が
、
国
の
担
当
者

の
答
え
は「
ま
ず
は
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら

整
備
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」と
、
手
続
き
上

の
説
明
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

国
の
手
続
き
論
は
誤
り
で
は
な
い
が
、

住
民
が
感
じ
る
理
不
尽
さ
、
古
里
に
帰
れ

な
い
悔
し
さ
に
向
き
合
っ
た
回
答
で
は
な

か
っ
た
。
冒
頭
に
紹
介
し
た
男
性
の
問
い

は「
帰
れ
な
い
の
は
も
う
、
国
の
都
合
に

ほ
か
な
ら
な
い
の
で
は
」と
い
う
、
住
民

の
思
い
を
代
弁
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

復
興
拠
点
は
お
よ
そ
５
年
の
整
備
期
間

の
後
、
各
地
で
解
除
さ
れ
た
。
解
除
の
式

典
で
、
あ
る
首
長
は
帰
還
困
難
区
域
の
高

齢
者
に「
早
く
帰
し
て
」と
懇
願
さ
れ
て

い
た
こ
と
を
明
か
し
、「
そ
ん
な
方
々
も

思
い
を
果
た
す
こ
と
な
く
、
お
亡
く
な
り

に
な
り
ま
し
た
。
本
当
に
申
し
訳
な
い
」

と
切
々
と
語
っ
た
。事
故
か
ら
の
歳
月
は
、

子
ど
も
を
大
人
に
し
、
大
人
が
老
い
る
に

十
分
な
ほ
ど
積
み
重
な
っ
て
い
る
。

今
回
の「
特
定
帰
還
居
住
区
域
」
は
、

復
興
拠
点
か
ら
外
れ
た
地
区
の
う
ち
、
帰

還
す
る
意
思
が
あ
る
住
民
の
住
宅
な
ど
を

中
心
に
区
域
設
定
し
、
避
難
指
示
解
除
を

目
指
す
制
度
だ
。
関
係
自
治
体
は
住
民
へ

の
意
向
調
査
に
基
づ
き
、
整
備
計
画
づ
く

り
を
進
め
て
い
る
。
大
熊
町
と
双
葉
町
で

は
、
先
行
的
な
除
染
が
始
ま
っ
た
。

■
全
域
解
除
方
針 

明
言
し
た
が

計
画
の
内
容
な
ど
が
公
表
さ
れ
、
一
歩

進
ん
だ
雰
囲
気
は
あ
る
。
だ
が
、
除
染
や

イ
ン
フ
ラ
整
備
が
終
わ
り
、
実
際
に
い
つ

帰
還
で
き
る
か
は
ま
だ
見
通
せ
な
い
。
国

は「
長
い
年
月
を
要
す
る
と
し
て
も
」と

い
う
表
現
で
、
帰
還
困
難
区
域
の
全
域
を

解
除
す
る
方
針
を
明
言
し
て
き
た
が
、
住

民
に
待
っ
て
も
ら
う
に
も
限
度
は
あ
る
。

再
建
す
る
地
域
の
将
来
像
を
膝
詰
め
で

語
り
合
い
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
工
程
や

時
間
を
誠
実
に
示
す
こ
と
が
最
低
限
の
国

の
責
任
で
あ
ろ
う
。
13
年
前
の
被
災
地
の

最
終
的
な
復
興
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

か
、
全
国
の
他
の
災
害
の
被
災
地
に
も
し

っ
か
り
と
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

大熊町の帰還困難区域内にある熊町小で２月、原
発事故後初めて私物の引き取りが行われた（福島民
友新聞社提供）

か
ん
の
・
あ
つ
し
▼
2
0
0
1
年
入
社

　東
京

支
社
報
道
部

　報
道
部
デ
ス
ク

　ふ
た
ば
支

社
長
を
経
て

　23
年
10
月
か
ら
現
職（
論
説
委

員
兼
務
）
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「
記
者
に
な
っ
て
、
取
り
組
み
た
い
テ

ー
マ
は
あ
り
ま
す
か
？
」。
毎
日
新
聞
の

学
科
試
験
を
補
欠
で
通
過
し
て
臨
ん
だ
面

接
試
験
で
問
わ
れ
、「
心
と
い
の
ち
に
つ

い
て
探
求
し
た
い
」と
臆
面
も
な
く
答
え

た
。
気
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
り
、
今
も

迷
宮
の
中
に
入
り
込
ん
だ
ま
ま
だ
。

◆
土
下
座 

社
長
の
名
前
間
違
え
て

入
社
し
た
の
は
、
高
度
経
済
成
長
と
バ

ブ
ル
の
は
ざ
ま
に
あ
る
１
９
８
０
年
の

春
。
同
期
の
40
人
は
、
経
済
白
書
が「
戦

後
の
終
わ
り
」を
告
げ
た
時
代
に
生
ま
れ

た「
三
丁
目
の
夕
日
世
代
」だ
っ
た
。

早
稲
田
大
学
に
在
学
し
た
４
年
間
の
う

ち
２
年
は
南
米
や
ア
フ
リ
カ
を
放
浪
し
、

世
界
に
は
多
様
な
文
化
や
物
差
し
が
存
在

す
る
こ
と
を
肌
で
学
ん
だ
。
１
年
が
か
り

の
ナ
イ
ル
川
流
域
の
旅
か
ら
帰
国
し
た
の

は
４
年
の
夏
。
秋
に
な
っ
て
大
学
に
顔
を

出
す
と
、
同
級
生
が
就
職
活
動
を
し
て
い

た
。
海
外
で
出
会
っ
た
個
性
的
な
特
派
員

ひ
と
の
心
へ 

一
歩
で
も

重
な
る
悲
し
み
、
生
へ
の
問
い

た
ち
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
、
新
聞
記
者

を
志
し
た
。

履
歴
書
の
書
き
方
も
知
ら
ず
に
、
特
技

に
は「
逃
げ
足
が
速
い
」、
得
意
語
学
は

「
言
葉
の
通
じ
な
い
民
族
と
の
会
話
」と

記
入
し
た
。面
接
で
は
、猛
獣
か
ら
の
逃
げ

方
や
、
裸
族
の
娘
と
親
し
く
な
り
た
く
て

言
葉
の
習
得
に
挑
戦
し
た
体
験
を
話
し
た
。

ア
ポ
な
し
で
早
稲
田
大
学
の
総
長
室
を

訪
ね
た
の
は
、
一
次
試
験（
学
科
）の
補

欠
合
格
の
連
絡
が
あ
っ
た
翌
日
だ
っ
た
。

「
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
し
た
い
」と
思
い

立
ち
、
ダ
メ
元
で
総
長
室
の
ド
ア
を
ノ
ッ

ク
し
た
。

「
推
薦
状
を
書
い
て
く
だ
さ
い
」「
前
例

は
あ
る
の
？
」「
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
」「
前
例
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
」。
総

長
や
総
長
室
長
と
の
や
り
取
り
の
末
に
、

推
薦
状
を
本
社
の
人
事
部
に
持
参
し
た
。

そ
し
て
１
時
間
後
、
私
は
総
長
室
で
土
下

座
し
て
い
た
。「
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

社
長
の
名
を
間
違
え
ま
し
た
」

当
時
の
毎
日
新
聞
は
、
平
岡
敏
男
社
長

だ
っ
た
。「
と
し
お
の
字
は
？
」「
俊
で
す
」

と
間
違
っ
た
の
は
私
だ
。「
こ
の
ま
ま
で

は
失
礼
だ
な
」。
総
長
が
書
き
直
し
て
く

れ
た
推
薦
状
を
手
に
人
事
部
を
再
訪
し

た
。「
名
前
は
記
者
の
基
本
だ
。
行
動
力

は
認
め
る
が
ね
」と
面
接
の
際
に
苦
笑
い

さ
れ
た
。

初
任
地
は
前
橋
支
局
で
、
通
信
部
員
を

加
え
て
15
人
ほ
ど
の
大
所
帯
だ
っ
た
。「
新

人
記
者
も
ベ
テ
ラ
ン
記
者
の
記
事
も
読
者

に
は
知
っ
た
こ
と
じ
ゃ
な
い
」「
連
載
や
コ

ラ
ム
は
、
行
数
ぴ
っ
た
り
に
納
得
が
い
く

ま
で
自
分
の
手
で
書
き
直
せ
」。
根
気
強

く
指
導
し
て
く
れ
る
デ
ス
ク
が
い
た
。

◆
ヘ
リ
か
ら
飛
び
降
り
野
宿
し
て

５
年
間
の
支
局
勤
務
を
経
て
東
京
社
会

部
に
異
動
に
な
っ
た
85
年
夏
、
日
航
ジ
ャ

ン
ボ
機
が
群
馬
県
の
山
中
に
墜
落
し
て
５

２
０
人
が
犠
牲
と
な
っ
た
。
リ
ュ
ッ
ク
に

登
山
道
具
を
入
れ
て
社
に
上
が
り
、「
上

野
村
は
支
局
時
代
に
通
っ
て
い
ま
し
た
」

と
現
場
取
材
を
志
願
し
た
。

ホ
バ
リ
ン
グ
す
る
ヘ
リ
か
ら
現
場
の
尾

根
に
飛
び
降
り
、
ナ
タ
と
ブ
ル
ー
シ
ー
ト

を
使
っ
て
建
て
た
小
屋
で
雨
を
し
の
ぎ
、

10
日
以
上
に
渡
っ
て
自
炊
し
な
が
ら
取
材

し
た
。
原
稿
は
無
線
で
中
継
車
を
経
由
し

て
村
の
前
線
本
部
に
送
り
、
そ
れ
を
本
部

詰
め
の
記
者
が
文
字
起
こ
し
し
て
本
社
に

フ
ァ
ク
ス
す
る
、ア
ナ
ロ
グ
の
時
代
だ
っ
た
。

山
か
ら
下
り
る
と
、
全
国
各
地
の
乗
客

の
ご
家
族
を
訪
ね
歩
い
た
。「
帰
れ
！
」と

塩
を
ま
か
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
記
者

は
、時
に
は
人
の
心
に
手
を
突
っ
込
む
よ
う

な
取
材
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か

ら
こ
そ
、
相
手
に
誠
実
に
向
き
合
い
な
が

ら
関
わ
り
を
育
め
」。
先
輩
に
言
わ
れ
て
、

以
来
今
に
至
る
ま
で
慰
霊
登
山
に
通
い
な

が
ら
、
ご
家
族
の
軌
跡
を
記
し
て
き
た
。

「
警
視
庁
を
担
当
し
て
み
る
か
い
」「
ク

エ
ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
付
き
で
す
か
」「
ま
あ

な
」「
Ｎ
Ｏ
で
お
願
い
し
ま
す
」。
社
会
部

萩
は ぎ

尾
お

　信
し ん

也
や

1955年長崎県生まれ　80年毎
日新聞社入社　前橋支局　東
京社会部　バンコク兼プノン
ペン支局　サンデー毎日副編
集長　外信部副部長　社会部
専門編集委員を経て　2022年
に退社　現・客員編集委員　
02~03年の連載企画「生きる者
の記録」で早稲田ジャーナリ
ズム大賞　11~12年に東日本大
震災の長期連載「三陸物語」で
日本記者クラブ賞を受賞　著
書に『じぱんぐ』『生きる者の
記録』『三陸物語』『生と死の記
録』など
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１
年
生
の
時
の
部
長
と
の
会
話
だ
。
部
長

は
遊
軍
記
者
に
加
え
て
く
れ
て
、
ク
ギ
を

刺
し
た
。「
遊
軍
で
あ
り
続
け
る
か
は
、

原
稿
次
第
だ
」

バ
ブ
ル
期
に
、
観
光
ビ
ザ
で
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
外
国
人
労
働
者
が
流
入
し
始
め
た

80
年
代
後
半
に
は
、「
じ
ぱ
ん
ぐ
」と
い

う
長
期
連
載
の
取
材
班
に
加
わ
っ
た
。
宿

代
８
０
０
円
の
簡
易
宿
泊
所
に
泊
ま
り
込

み
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
労
働
者
と
港
湾
荷
役

の
仕
事
を
し
な
が
ら
ピ
ン
ハ
ネ
や
劣
悪
な

労
働
環
境
を
ル
ポ
し
た
。
後
に
経
済
が
失

速
し
て
路
上
生
活
者
の
存
在
が
表
面
化
し

た
時
は
、
路
上
で
寝
泊
ま
り
し
た
。
に
わ

か
体
験
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
た

が
、
当
事
者
の
眼
差
し
に
一
歩
で
も
近
づ

き
た
か
っ
た
。

◆
遺
跡
で
砲
声
聞
き
な
が
ら

「
特
派
員
の
醍
醐
味
は
、
異
な
る
文
化

０
０
通
を
超
え
た
。

「
ひ
と
の
心
の
ア
ン
テ
ナ
で
あ
る
五
感

を
探
求
し
た
い
」と
発
起
し
、「
目
の
探

訪
記
」や「
手
話
の
探
訪
記
」と
い
う
ル
ポ

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
も
あ
る
。
ア
イ
マ
ス

ク
を
１
週
間
つ
け
て
暮
ら
し
、
手
話
で
暮

ら
す
子
ど
も
た
ち
の
施
設
に
泊
ま
り
込
ん

で
、
彼
ら
の
世
界
を
探
求
し
た
。
視
覚
障

が
い
者
や
聴
覚
障
が
い
者
の
世
界
が
理
解

で
き
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
音
や
匂
い
や

触
覚
に
映
る
世
界
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
。
我
々
が「
現
実
」と
思
い
込
ん
で
い

る
世
界
は
、「
折
々
の
心
象
が
醸
し
出
す

一
面
的
な
世
界
に
す
ぎ
な
い
」と
の
気
づ

き
も
あ
っ
た
。

◆「
い
つ
か
、い
い
と
思
え
た
ら
」

東
日
本
大
震
災
が
日
本
列
島
を
震
撼
さ

せ
た
翌
日
に
は
、
社
機
で
羽
田
か
ら
函
館

に
飛
ん
だ
。「
原
発
が
爆
発
し
た
」と
の

無
線
が
入
っ
た
の
は
、
上
空
を
通
過
し
た

直
後
だ
っ
た
。
累
々
と
が
れ
き
が
連
な
る

沿
岸
部
は
、
地
図
の
海
岸
線
が
書
き
換
え

ら
れ
た
よ
う
に
思
え
、
被
災
者
の
慟ど

う

哭こ
く

が

沸
き
上
が
っ
て
く
る
よ
う
だ
っ
た
。

６
日
後
に
、
少
年
時
代
に
暮
ら
し
た
岩

手
県
釜
石
市
に
入
り
、
知
人
の
家
に
居
候

し
て
発
信
を
続
け
た
。「
週
に
一
回
連
載

を
書
か
せ
て
く
れ
」「
お
前
は
自
分
に
甘

い
。
毎
日
書
け
」。
同
期
の
編
集
局
長
に

は
っ
ぱ
を
か
け
ら
れ
、
連
載
は
３
０
０
本

以
上
を
数
え
た
。
当
時
、
55
歳
。
ポ
ン
コ

ツ
の
身
体
を
だ
ま
し
な
が
ら
、
被
災
者
を

訪
ね
歩
い
た
。

「
悲
し
み
か
ら
逃
れ
る
方
法
は
？
」「
生

き
続
け
る
意
味
は
何
」。
被
災
者
の
問
い

か
け
は
、
日
航
機
事
故
や
紛
争
地
で
家
族

を
な
く
し
た
人
々
の
言
葉
に
重
な
っ
た
。

津
波
に
襲
わ
れ
た
際
に
、
す
が
り
つ
い

た
人
の
手
を
払
い
の
け
た
女
性
も
い
た
。

「
書
か
れ
た
ら
、
心
が
折
れ
て
し
ま
う
」

と
い
う
思
い
に
、記
事
に
は
し
な
か
っ
た
。

「
い
つ
の
日
か
、
あ
な
た
が
い
い
と
思
え

た
ら
僕
に
書
か
せ
て
く
だ
さ
い
」。
災
害

や
事
故
や
紛
争
の
取
材
で
は
、
そ
ん
な
や

り
取
り
が
幾
度
も
あ
っ
た
。
苦
し
み
の
底

に
う
ず
く
ま
る
人
の
傷
口
を
広
げ
て
し
ま

う
こ
と
は
、
避
け
た
い
と
思
っ
た
。

現
役
最
後
の
原
稿
は
、
震
災
か
ら
10
年

後
の
特
集
記
事
だ
っ
た
。
事
故
翌
日
の
飛

行
ル
ー
ト
を
再
び
社
機
で
た
ど
り
な
が

ら
、
そ
の
変
貌
と
被
災
地
で
暮
ら
し
続
け

る
人
々
の
思
い
を
重
ね
た
。
書
き
出
し
は

こ
う
書
い
た
。『
あ
の
時
、
あ
な
た
は
ど

こ
に
い
て
、
何
を
思
い
、
ど
う
し
た
の
か
。

同
時
代
を
生
き
た
人
の
心
に
、
鮮
明
な
記

憶
と
と
も
に
刻
ま
れ
た
出
来
事
が
あ
る
』

今
回
、
本
欄
の
執
筆
を
依
頼
さ
れ
、
ス

ク
ラ
ッ
プ
を
め
く
る
と
、
当
時
の
情
景
が

音
や
匂
い
を
伴
っ
て
よ
み
が
え
っ
て
き

た
。「
人
間
の
数
だ
け
、
生
老
病
死
の
ド

ラ
マ
が
あ
る
」。
ガ
ン
で
逝
っ
た
遊
軍
記

者
の
先
輩
が
、
病
床
で
残
し
た
言
葉
と
と

も
に
…

や
物
差
し
に
遭
遇
す
る
こ
と
だ
よ
。
新
し

い
地
平
が
開
け
て
、
君
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン

に
な
る
」。
紛
争
の
続
く
イ
ン
ド
シ
ナ
で

の
特
派
員
時
代
に
は
、
支
局
長
か
ら
薫
陶

を
受
け
た
。

国
連
主
導
の
カ
ン
ボ
ジ
ア
和
平
で
、
国

論
を
二
分
し
た
末
に
自
衛
隊
が
海
外
に
渡

っ
た
時
代
だ
っ
た
。
紛
争
後
の
初
の
民
主

選
挙
を
控
え
て
、
戦
火
を
逃
れ
て
避
難
し

て
き
た
人
々
と
一
緒
に
ア
ン
コ
ー
ル
ワ
ッ

ト
の
遺
跡
で
砲
声
を
聞
き
な
が
ら
眠
れ
ぬ

夜
を
重
ね
た
。
ワ
ー
プ
ロ
で
打
ち
込
ん
だ

遺
書
を
、
机
の
引
き
だ
し
に
忍
ば
せ
た
。

「
自
衛
隊
の
話
で
は
な
く
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
人
の
記
事
を
書
き
た
い
」と
の
思
い
が

あ
っ
た
。
国
連
も
政
府
軍
も
自
衛
隊
も
い

な
い
遺
跡
か
ら
、
砲
声
が
止
ん
だ
町
の
投

票
所
に
歓
喜
と
と
も
に
向
か
う
人
々
の
姿

を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
一
緒
に
三
途
の
川
を
渡
ろ
う
」「
僕
は

日航ジャンボ機の墜落現場のヘリポート
（1９85年８月14日/群馬県上野村の御巣鷹の尾根）

川
の
途
中
で
帰
り
ま
す
」。
末
期

ガ
ン
を
患
っ
た
遊
軍
記
者
の
大
先

輩
が「
自
ら
の
死
出
の
記
録
を
最

終
稿
と
し
た
い
」と
決
意
し
た
時

は
、
先
輩
と
聞
き
書
き
役
を
志
願

し
た
私
は
こ
ん
な
言
葉
を
交
わ
し

た
。「
最
後
ま
で
目
を
そ
ら
す
な
。

意
識
を
失
っ
た
後
は
、
君
が
全
て

を
記
せ
」。
心
臓
の
最
後
の
鼓
動

は
、
聴
診
器
で
聞
い
た
。
メ
ー
ル

の
な
い
時
代
に
、
読
者
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
手
紙
や
フ
ァ
ク
ス
は
３
０
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■
問
題
提
起 

続
け
て
い
く

崩
れ
落
ち
た
住
宅
、
枯
れ
草
の
中
に
埋

も
れ
た
車
、
空
っ
ぽ
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド

―
。
集
合
場
所
の
ホ
テ
ル
か
ら
東
京

電
力
福
島
第
１
原
発
に
向
か
う
途
中
、
バ

ス
の
中
か
ら
見
え
た
景
色
に
言
葉
を
失
っ

た
。東
日
本
大
震
災
当
時
は
小
学
６
年
生
。

福
島
県
の
浜
通
り
を
訪
れ
た
の
は
、
社
会

人
３
年
目
の
今
回
が
初
め
て
だ
。
自
分
が

子
ど
も
か
ら
大
人
に
育
っ
た
間
も
、
原
発

事
故
に
よ
っ
て
全
町
避
難
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
町
は
あ
の
日
の
ま
ま
だ
っ
た
。

東
電
は
、
福
島
第
１
原
発
２
号
機
の
溶

融
核
燃
料（
デ
ブ
リ
）に
つ
い
て
、
目
標

と
し
て
い
た
２
０
２
３
年
度
中
の
採
取
開

始
を
断
念
し
た
。
視
察
で
は
、
２
号
機
と

同
じ
構
造
と
い
う
５
号
機
に
入
り
、
デ
ブ

ざ
と
い
う
時
の
計
画
は
妥
当
か
―
。
自
分

事
と
し
て
捉
え
、
検
証
し
、
問
題
提
起
し

続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
思
い
を
強

く
し
た
。

北
日
本
新
聞
社
社
会
部
　
吉
田
　
野
乃
花

■
対
照
的
な
風
景
に
複
雑
な
思
い

双
葉
町
の
沿
岸
部
で
整
備
が
進
む
産
業

拠
点
。
去
年
４
月
に
開
業
し
た
ば
か
り
の

浅
野
撚
糸（
岐
阜
・
安
八
町
）の
真
新
し

い
事
業
所
が
存
在
感
を
放
つ
。
工
事
費
の

75
％
、
20
億
円
も
の
補
助
金
で
支
援
す
る

国
と「
働
く
場
所
を
提
供
し
た
い
」と
い

う
社
長
の
狙
い
が
マ
ッ
チ
し
た
。
だ
が
地

元
の
新
卒
採
用
者
５
人
の
中
に
は
、
双
葉

町
で
働
く
こ
と
を
家
族
か
ら
反
対
さ
れ
た

ケ
ー
ス
も
。
被
災
の
記
憶
が
色
濃
く
残
る

親
心
と
、
純
粋
に
復
興
の
力
に
な
り
た
い

若
者
の
情
熱
が
交
錯
す
る
。

双
葉
駅
西
側
に
建
ち
並
ぶ
和
風
モ
ダ
ン

な
町
営
住
宅
。
そ
こ
に
暮
ら
す
44
人
の
う

ち
、
以
前
か
ら
の
双
葉
町
民
は
19
人
。
30

代
以
下
は
８
人
と
い
ず
れ
も
少
数
派
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
を
し
て
高
齢
者
の
生
活

支
援
な
ど
に
従
事
す
る
年
配
の
移
住
者
が

多
い
。
ま
た
伊
澤
史
朗
双
葉
町
長
は「
２

０
２
２
年
８
月
の（
一
部
）避
難
指
示
解

除
か
ら
５
年
後
に
町
の
人
口
２
０
０
０

人
」と
目
標
を
掲
げ
る
が
、
１
年
半
が
経

っ
た
現
在
で
も
１
０
０
人
ほ
ど
。
す
で
に

避
難
先
で
生
活
基
盤
が
築
か
れ
た
た
め
戻

リ
の
取
り
出
し
口
と
な
る
原
子
炉
格
納
容

器
側
面
の
貫
通
部
を
見
た
。
１
～
３
号
機

の
デ
ブ
リ
は
推
計
８
８
０
㌧
。
本
当
に
こ

の
小
さ
な
穴
か
ら
取
り
出
せ
る
の
か
。
採

取
し
た
も
の
は
ど
う
保
管
す
る
の
か
。
東

電
は「
30
～
40
年
で
回
収
」と
し
て
い
る

が
、
い
ま
だ
廃
炉
の
ゴ
ー
ル
は
見
え
て
い

な
い
。
最
悪
レ
ベ
ル
の
事
故
の
す
さ
ま
じ

さ
を
間
近
に
見
て
、
数
々
の
不
安
を
覚
え

た
。元

日
、
能
登
半
島
地
震
が
起
き
た
。
志

賀
原
発
は
安
全
上
の
大
き
な
問
題
は
な
い

と
さ
れ
た
が
、
変
圧
器
が
故
障
す
る
な
ど

の
ト
ラ
ブ
ル
が
相
次
い
だ
。
石
川
県
が
定

め
た
避
難
ル
ー
ト
の
過
半
が
能
登
半
島
地

震
で
寸
断
さ
れ
、
避
難
が
難
し
い
状
況
に

な
っ
て
い
た
こ
と
も
分
か
っ
た
。
あ
の
事

故
の
記
憶
は
年
々
薄
れ
、
今
後
は
事
故
を

知
ら
な
い
世
代
も
増
え
て
く
る
。
二
度
と

同
じ
こ
と
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は
。
い

り
づ
ら
く
な
っ
た
人
々
が
多
い
と
聞
く
。

企
業
誘
致
が
進
み
働
く
場
所
は
整
い
つ
つ

あ
る
が
、
町
の
85
％
が
い
ま
だ
帰
還
困
難

区
域
。
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
主
な
き

家
屋
や
店
舗
と
、
４
０
０
０
人
も
の
作
業

員
ら
で
活
気
に
満
ち
る
原
発
。
対
照
的
な

風
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
複
雑
な
感
情

を
抱
い
た
。

原
発
構
内
で
は
、
被
ば
く
防
止
の
た
め

顔
全
体
を
覆
う「
全
面
マ
ス
ク
」が
必
要

な
エ
リ
ア
は
敷
地
内
の
わ
ず
か
４
％
。
一

方
で
今
回
の
取
材
後
、
放
射
性
物
質
を
含

む
水
約
５
・
５
㌧
が
漏
れ
出
す
事
故
が
発

生
し
た
。
廃
炉
作
業
に
さ
ら
な
る
緊
張
感

を
持
っ
て
ほ
し
い
。

メ
～
テ
レ（
名
古
屋
テ
レ
ビ
）報
道
セ
ン
タ
ー

�

倉
橋
　
友
和

■日程（参加＝20社20人、Ａ班Ｂ班10人ずつ）
▼Ａ班１月29日：浅野撚糸株式会社双葉事業所
取材、工場見学（浅野雅己代表取締役社長）、町
営「駅西住宅」の見学、「双葉町結ぶ会」取材、
伊澤史朗・双葉町長会見、開沼博・東京大学大
学院情報学環准教授の話と質疑応答/30日：福
島第１原子力発電所構内取材▼Ｂ班31日：原発
構内取材/２月１日：吉田淳・大熊町長会見、
学び舎「ゆめの森」取材、南郷市兵校長の話、中
間貯蔵施設取材▼原発構内代表撮影者（スチル）
Ａ班：秋山雄作・愛媛新聞社、Ｂ班：池田正一・
東京写真記者協会

原発取材 団

㊤
浅
野
撚
糸
の
工
場
で
説
明
を
き
く
参
加
者

㊦
双
葉
駅
西
側
に
あ
る
町
営
住
宅
を
視
察

福島第１原発５号機の原子炉格納容器側面の貫通部

東京電力福島第１原発取材団
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の
議
論
が
必
要
な
ん
で
す
」と
話
し
た
。

こ
の
頃
、
Ｉ
Ｔ
企
業
が
相
次
い
で
ス
コ
ア

リ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
い
た
。
私

は
、
言
語
化
で
き
ず
に
い
た
問
題
意
識
が

山
本
先
生
の
話
で
明
確
に
な
り
、
こ
の
テ

ー
マ
を
さ
ら
に
取
材
し
た
い
と
い
う
原
動

力
に
な
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
年
の
う
ち
に
、
生
成
Ａ
Ｉ

が
登
場
し
、
Ａ
Ｉ
と
ど
う
向
き
合
う
か
は

社
会
の
主
要
課
題
の
一
つ
に
な
っ
た
。
山

本
先
生
の
も
と
を
訪
ね
る
頻
度
も
増
え
た

が
、
軸
は
一
貫
し
て
変
わ
ら
な
い
。「
Ａ

Ｉ
社
会
で
個
人
の
尊
厳
や
自
己
決
定
権
を

い
か
に
守
る
か
。
そ
の
た
め
に
は
、
民
主

主
義
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
」

■
遺
伝
情
報
で
方
向
決
ま
っ
た
ら

ご
実
家
は
海
苔
屋
の
分
家
。
本
家
に
常

に
気
を
つ
か
う
封
建
的
家
族
観
へ
の
反
発

が
山
本
先
生
の
原
点
に
あ
る
。
家
業
を
継

が
ず
に
研
究
者
の
道
に
進
も
う
と
考
え
て

い
た
頃
、
紀
伊
国
屋
書
店
の
新
書
コ
ー
ナ

ー
で
遺
伝
子
の
本
が
偶
然
目
に
と
ま
っ

た
。
人
間
の
全
遺
伝
情
報
を
解
読
す
る
ヒ

ト
ゲ
ノ
ム
計
画
が
進
行
中
だ
っ
た
。
生
ま

れ
も
っ
た
遺
伝
情
報
で
将
来
を
予
測
さ

れ
、
生
き
方
を
方
向
付
け
ら
れ
る
こ
と
に

な
れ
ば
、重
大
な
憲
法
問
題
で
は
な
い
か
。

こ
れ
が
デ
ー
タ
と
憲
法
を
考
え
る
出
発
点

に
な
っ
た
。

欧
州
連
合（
Ｅ
Ｕ
）で
16
年
に
ま
と
ま

っ
た
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則（
Ｇ
Ｄ
Ｐ

Ｒ
）で
は
、
Ａ
Ｉ
に
よ
る
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
に
異
議
を
唱
え
る
権
利
や
、
自
動
処

理
の
み
に
よ
っ
て
重
要
な
判
断
を
さ
れ
な

い
権
利
が
盛
り
込
ま
れ
た
。「
デ
ー
タ
で

確
率
的
に
判
断
さ
れ
る
点
に
、
個
人
の
尊

厳
の
問
題
が
あ
る
」。
山
本
先
生
に
と
っ

て
は
、Ａ
Ｉ
も
遺
伝
子
と
地
続
き
だ
っ
た
。

こ
の
間
、
Ａ
Ｉ
技
術
を
背
景
と
し
た
デ

ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
権
力
強
化

は
進
み
、
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
懸
念
も
膨
ら
む

な
か
、
政
府
は
新
た
な
ル
ー
ル
作
り
を
急

ぐ
。
問
題
提
起
し
て
き
た
山
本
先
生
は
い

く
つ
も
の
有
識
者
会
議
に
出
席
し
て
多
忙

を
極
め
る
が
、
研
究
の
時
間
を
削
っ
て
で

も
呼
ば
れ
れ
ば
出
て
い
く
。「
今
は
地
固

め
の
と
き
。
憲
法
的
視
点
を
欠
い
て
議
論

が
進
ん
で
い
く
の
が
怖
い
。
や
り
た
い
と

い
う
よ
り
、
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
」と
、

そ
の
理
由
を
話
す
。

Ａ
Ｉ
を
は
じ
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
化

の
進
展
に
民
主
主
義
社
会
は
ど
う
向
き

合
う
か
は
、
私
自
身
の
問
い
に
も
な
っ

た
。
21
年
か
ら
ベ
ル
ギ
ー
の
大
学
院
で

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
を
学
び
、
Ｅ
Ｕ
の

デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
法（
Ｄ
Ｓ
Ａ
）の

立
法
過
程
に
市
民
団
体
が
与
え
た
影
響

を
研
究
し
た
。
民
主
主
義
的
価
値
を
守

る
う
え
で
、
ル
ー
ル
作
り
を
政
府
や
企

業
任
せ
に
せ
ず
、
市
民
社
会
が
主
体
的

に
参
加
す
る
重
要
性
を
認
識
し
た
。

■「
自
己
決
定
」の
重
要
性
軸
に

山
本
先
生
は
昨
年
９
月
か
ら
、
消
費

者
委
員
会
の
委
員
も
務
め
る
。
人
々
の

消
費
行
動
も
デ
ジ
タ
ル
化
で
大
き
く
変

容
し
て
お
り
、
守
備
範
囲
は
広
が
る
一

方
だ
。

山
本
先
生
が
ま
い
た
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
お
け
る
憲
法
的
視
点
の
種
が
、
い
ず

れ
芽
を
出
し
、
社
会
に
根
を
張
っ
て
育

つ
ま
で
、
ど
れ
く
ら
い
か
か
る
だ
ろ
う

か
。
そ
の
過
程
を
、
報
道
の
立
場
か
ら

引
き
続
き
追
い
か
け
て
い
き
た
い
。

（
む
ら
い
・
な
お
こ
　
２
０
１
１
年
入
社
　

経
済
部
）

次
号
は
春
増
翔
太
さ
ん（
毎
日
新
聞

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

『
Ａ
Ｉ
と
憲
法
』と
い
う
本
を
読
ん

で
、編
著
者
で
憲
法
学
者
の
山
本
龍
彦
・

慶
応
大
教
授
に
会
い
に
行
っ
た
の
は
２

０
１
９
年
夏
だ
っ
た
。

当
時
、
Ｉ
Ｔ
業
界
の
担
当
記
者
と
し

て「
リ
ク
ナ
ビ
事
件
」を
取
材
し
て
い

た
。
就
職
情
報
サ
イ
ト
の
運
営
会
社
が

就
活
生
の
内
定
辞
退
率
を
予
測
し
て
企

業
に
販
売
し
て
い
た
、
前
代
未
聞
の
出

来
事
。
大
量
の
デ
ー
タ
か
ら
Ａ
Ｉ
が
個

人
の
属
性
や
好
み
を
予
測
す
る
プ
ロ
フ

ァ
イ
リ
ン
グ
の
問
題
が
、
実
社
会
で
浮

き
彫
り
と
な
っ
た
。
山
本
先
生
は「
デ

ー
タ
を
と
ら
れ
な
い
自
由
」
に
言
及

し
、「
社
会
の
基
本
的
価
値
に
つ
い
て

リ レーエッセー

（2023年/朝日新聞社提供）

憲
法
学
者
山
本
龍
彦
さ
ん

Ａ
Ｉ
社
会
に
個
の
尊
厳
守
る

村
井

　七
緒
子（
朝
日
新
聞
社
）
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会報
委員から

「
初
め
て
、
マ
ス
コ

ミ
の
方
が
来
て
く
れ
ま

し
た
」

発
災
か
ら
12
日
目
。

福
島
県
南
相
馬
市
役
所

に
桜
井
勝
延
市
長
を
訪

ね
た
時
に
聞
い
た
言
葉
で
す
。
遅
く
な

ル
ー
ル
を
変
更
す
べ
き
と
考
え
、
取
材

の
一
方
で
安
全
管
理
責
任
者
と
議
論
を

重
ね
ま
し
た
。
そ
し
て
３
月
18
日
前
後

の
夜
、
宿
泊
先
の
一
室
に
カ
メ
ラ
マ
ン

ら
に
集
ま
っ
て
も
ら
い
、
私
か
ら「
福

島
の
人
々
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
る
。

取
材
し
て
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

と
こ
ろ
が「
壁
」
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ｎ
Ｎ
で
は
取
材
者
の
安
全
の
た
め
、

福
島
第
１
原
発
か
ら
40
㌔
圏
内
に
立
ち

入
ら
な
い
と
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
て
い

た
の
で
す
。
他
の
新
聞
テ
レ
ビ
も
同
様

で
し
た
。

今
も
市
民
が
と
ど
ま
っ
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
記
者
が
取
材
し
な
い
の
か
。

材
し
な
け
れ
ば
伝
わ
ら
な
い
、
と
い
う

思
い
で
連
日
各
所
を
回
り
ま
し
た
。

取
材
者
の
安
全
と
報
道
機
関
の
使
命

を
ど
う
両
立
さ
せ
る
の
か
、
今
も
重
い

課
題
で
す
。

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
報
道
局
編
集
主
幹
・
解
説

委
員
長�

萩
原
　
豊

っ
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
、
と
い
う

複
雑
な
気
持
ち
だ
っ
た
こ
と
も
併
せ

て
思
い
出
し
ま
す
。

２
０
１
１
年
。
地
震
発
生
直
後
に

カ
メ
ラ
ク
ル
ー
と
社
を
発
ち
、翌
日
、

福
島
に
入
り
ま
し
た
。
東
電
福
島
第

１
原
発
の
事
故
状
況
を
対
策
本
部
か

ら
中
継
で
伝
え
続
け
ま
し
た
。
水
蒸

気
爆
発
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
…
。

最
新
情
報
は
重
要
で
し
た
が
、
一
方

で
原
発
か
ら
30
㌔
圏
内
で
屋
内
退
避

を
命
じ
ら
れ
た
14
万
人
も
の
人
々

が
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
の
か
を
取
材
す
る
必
要
が
あ
る

と
強
く
感
じ
て
い
ま
し
た
。

思
う
。
そ
の
た
め
に
は
30
㌔
圏
内
に

入
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
原
発
は
不

安
定
で
、
万
一
爆
発
す
れ
ば
、
大
量

被
ば
く
の
リ
ス
ク
も
あ
る
」な
ど
と

説
明
し
た
う
え
で
、
一
人
一
人
に

「
一
緒
に
行
っ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う

か
？
」と
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
、

全
員
が「
行
き
ま
し
ょ
う
」と
答
え

て
く
れ
ま
し
た
。
報
道
へ
の
強
い
使

命
感
を
持
っ
た
ク
ル
ー
で
し
た
。

ル
ー
ル
が
変
更
さ
れ
30
㌔
圏
内
に

入
る
と
、
屋
内
退
避
し
て
い
た
人
々

は
食
料
や
医
療
、
支
援
が
足
り
ず
困

窮
し
て
い
ま
し
た
。
ど
こ
に
も
記
者

や
カ
メ
ラ
の
姿
は
な
く
、
我
々
が
取

原発事故 安全か使命か

記者ゼミ／会議報 告

土曜記者ゼミ
調査報道⑨ 新型コロナ「無料検査所」で補助金不
正申請

２・17 ／講師：村田拓也 毎日新聞社くらし科学環境部
記者／出席：会場６人、ウェブ20人

■テーマは「ほっとく」
全国各地での新型コロナのＰＣＲ検査等無料検査
事業で、運営会社、「代理店」と呼ばれる下請け
による補助金不正を報じた村田さんは「ほっと
く」がテーマの取材だったと振り返った。
情報提供者は毎日だけでなく複数社に垂れ込
み、取材が殺到してマスコミ不信になっていった
という。村田さんは相手が話したくなるまで待ち、
連絡が来ると、まずは取材に関係のない話をして
信頼関係を構築し、徐々に取材を進めたが、日常
業務が忙しくなり取材が難しくなった。周囲から
の「出稿圧力」にも「複数人から裏取りしたい」と
焦らず、金銭トラブルから不正グループが内部崩
壊する可能性もあったため、情報提供者に異変が
ないか確認しながら基本的に「ほっとく」ことに
した。５類移行後、事前にリスト化していた関係
者20 ～ 30人に取材して新たな資料などを入手し、
記事化した。
村田さんは「ほっとくことは双方向のコミュニ
ケーションができてから成り立つ手法」と強調。
ほっとく間にも状況整理、資料整理など取材攻勢
をかける時の準備をすることが大事だと話した。
� （事務局）

■会議報告
●第450回会報委員会（２. ５　大会議室）
３月号の編集について協議した。

出席　榊原委員長、志賀、水野、大石、佐藤、
萩原、勝田、本橋、稲澤、倉重、二村の各委員。
●第547回企画委員会（２.14　10階ホール＆オンライン）
総会記念講演会の講師、今後のゲスト候補に

ついて意見交換した。
出席　藤井委員長、黒沢、秋山、井田、佐藤、
澤田（克）、橋本、猪熊、大内、菅野、辻本、
高橋、乾、佐々木、森田、杉田、川上、小林、
中村、山口（英）、岡山、伊藤、今井、出川、
播摩、小栗、江川、倉澤、迫田の各委員。
●第558回会員資格委員会（２.21　小会議室）
３月１日付入退会を審議し、理事会に答申し

た。入会促進策として2024年度も法人、個人Ｄ、
法人賛助、特別賛助の各会員に対して入会金免
除措置適用を継続する件を理事会に上申した。
出席　前木委員長、早田、村尾、今市、菊池、
森安、古賀の各委員。
●第707回理事会（書面）
①24年度も法人、個人Ｄ、法人賛助、特別賛助

の各会員に対して入会金免除措置適用を継続す
る件、②会員の入退会（３月1日付）を承認した。
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事 務局から／会員掲示板

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：127社　⃝基本会員：718人　⃝個人会員：1,048人
⃝法人・個人賛助会員：53社・115人　⃝特別賛助会員：95人
⃝名誉・功労会員：12人　⃝学生会員：53人 計180社・2,041人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 稲澤　裕子　大石　卓見　勝田　洋人 

倉重　篤郎　佐藤　庄太　志賀　英樹 
二村　　伸　萩原　　豊　水野　雅央 
本橋　春紀

（事務局 :本庄五月　杉本翔一　西村志織）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　三月お献立（3/29まで）
　先付前菜：菜の花辛子浸し、帆立貝白酒焼きな
ど　椀盛り：はまぐり安平、結び蕗、桜麩　造り：
花びら大根盛り、鯛松皮造りなど　焼き物：サワ
ラ菜種焼き　炊き合わせ：若竹煮、助子花咲煮　
酢の物：ほたるいか・酢みそ掛け　食事：花ちら
し蒸し寿司　水菓子：抹茶わらび餅（５，５００円）
� （板長：薫田勝）

洋食　季節のおすすめコース（3/29まで）
　スモークサーモンのサラダ仕立て、桜海老と菜
の花スープ、牛フィレ・仔羊・チキンのグリル盛
り合わせ、マンゴープリン、コーヒーまたは紅茶、
パンまたはライス（４，４００円）。ランチ、ディナー
ともに９階レストランでもご提供します。
� （シェフ：佐藤和治）

https://www.jnpc.or.jp/HP情報

● シリーズ「能登半島地震」④山本尚範 名古屋
大学医学部附属病院救急科長（１．２５）
　　災害派遣医療チームとして被災地入りした
報告と、医療と福祉の災害救護体制の抜本的
な強化の必要性などを訴えました。

■会見詳録　会見の文字記録

＜法人会員代表変更＞
・福井新聞社
滝本光男�執行役員東京支社長（旧�林明美氏）
■訃報
　内藤頼誼会員（朝日新聞出身、８８歳）が２月１８
日に、藤井チズ子会員（ＮＨＫ出身、９１歳）が同２０
日に死去されました。
　ご冥福をお祈りいたします。

　歓送迎会にはクラブの貸室とお得なプランを
ご利用ください。立食形式での宴会プランはお
一人様３，３００円（税込み）でスモークサーモンの
サラダ仕立て、若鶏もも肉のグリルなど８品を
ご提供します。５５０円の追加でアラスカ特製野
菜カレー、１，４３０円を追加でフリードリンク（２
時間）をお付けできます。
　新たに着席形式でのコースプランをご用意い
たしました。前菜三種盛り合わせや舌平目のポ
ワレ、牛フィレ肉のグリル、プチガトーなど�
７品をご提供します。２時間フリードリンク付
（乾杯のスパークリングワイン付き）でお一人様
８，０００円（税込み）です。
　宴会、コースの両プランともに別途、部屋代
がかかります。予約、お問い合わせはフロアマ
ネジャーまで（０３－３５０３－２７２４）。

春の歓送迎会プラン　ご利用ください

■ 『ドキュメント 平成政治史５　安倍「超長期
政権」の終焉』

� 後藤　謙次（共同通信社客員論説委員）
安倍政治が残したもの
　本書執筆の発想は、政治記者と
して長く担当した竹下登元首相の
遺言とも言える著者とのインタビ
ューにあった。
　「老兵は消え去るのみと思う一
方で、体で覚えた体験を語り継ぐ
『平成の語り部』となるか」―。本
書はシリーズの第５巻、完結編でもある。異例
の天皇陛下の退位による平成から令和の時代へ
の橋渡しを担った超長期安倍政権の終わりに何
があったのか。それを語らずに今の政治の混乱
を読み解くことはできない。

■ 『店員さんの英会話ハンドブック　増補改訂
版』 原島　一男（ＮＨＫ出身）

店員さんとあなたの英語も助けます
　私はＮＨＫに３２年、民間企業に８
年在籍した後「一般のお店で使う
英会話を日本語と英語で書いてほ
しい」と依頼され、一流ホテルや
スーパーから居酒屋やペットショ
ップまで取材して５０もの〝売り買
い〟風景を集めてみた。それから
２４年たって気がついた。店で話される会話は店
員もお客もその人が経験している人生であり、
外国でも「そのまま日常英語として使える」こと
だと。これからも増版のたびごとに内容をもっ
ともっと洗練させていきたい。

岩波書店
３,５２０円

ベレ出版
１,８７０円

マイBOOKマイPR

今後の行事予定（3/1現在）

１８㊊

１３：３０ ～ １５：００　１０階ホール
「中国で何が起きているのか」⑩
柯隆�東京財団政策研究所主席研究員
１６：００ ～ １７：３０　１０階ホール
「働く人材クライシス」⑥
島崎謙治�国際医療福祉大学大学院教授

１９㊋

１４：００ ～ １５：００　１０階ホール
田村智子�日本共産党委員長　会見
１６：１５ ～ １７：４５　１０階ホール
「中国で何が起きているのか」⑪
�高原明生�東京大学教授

２１㊍

１３：３０ ～ １５：００　９階会見場
「大学どこへ」⑩
石村和彦�産業技術総合研究所理事長
１６：００ ～ １７：３０　９階会見場
「働く人材クライシス」⑦
小島美里�特定非営利活動法人暮らしネット・えん代
表理事

https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
https://s3-us-west-2.amazonaws.com/jnpc-prd-public-oregon/files/2024/02/6574c8e6-dce5-4104-998d-05d9516eeaf5.pdf
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撮影：木
き

口
ぐち

　慎
しん

子
こ

（東京新聞写真部）

交番の脇に張られた桐島聡容疑者の指名手配ポスター＝１月29日、東京都中央区

写 真 回 廊

　
ま
る
で
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
の
よ
う
で
は
な
い
か
。
末
期
が
ん
で
入
院

中
の「
内
田
洋
」と
い
う
男
が
、
自
分
は
１
９
７
４
～
７５
年
の
連
続
企

業
爆
破
事
件
で
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る「
桐
島
聡
」だ
と
名
乗
り
出
た
。

　
男
は
直
後
に
死
亡
。
本
人
の
口
か
ら
、
ミ
ス
テ
リ
ー
の「
謎
」が
解

き
明
か
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、後
日
、Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
な
ど
か

ら
、
桐
島
本
人
と
特
定
さ
れ
た
。

　
実
は「
桐
島
聡
」と
聞
い
て
も
、
ピ
ン
と
こ
な
か
っ
た
。
長
髪
、
黒

縁
メ
ガ
ネ
、
笑
顔
の
指
名
手
配
ポ
ス
タ
ー
が
報
じ
ら
れ
て
、
よ
う
や
く

「
あ
あ
、
あ
の
人
か
」と
思
い
起
こ
し
た
。
写
真
の
力
は
大
き
い
。

　
た
だ
、
２０
歳
だ
っ
た
青
年
が
７０
歳
。
目
元
の
特
徴
は
、
歳
月
を
経
て

も
変
わ
ら
な
い
と
い
う
が
、
相
当
容
貌
は
変
わ
っ
て
い
た
は
ず
だ
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
、
た
る
み
や
、
肌
の
く
す
み
な
ど
加
齢

の
影
響
を
加
味
す
れ
ば
、
現
在
の
顔
に
近
づ
く
の
だ
ろ
う
か
。
様
々
な

研
究
が
行
わ
れ
、
警
察
庁
・
科
学
警
察
研
究
所
も
、
数
十
年
後
の
顔
を

推
定
す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
だ
が
、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
よ

う
だ
。

　
た
と
え
ば
、
２
０
０
１
年
に
起
き
た
、
徳
島
県
親
子
殺
害
事
件
の
小

池
俊
一
容
疑
者
。「
お
い
、
小
池
！
」と
呼
び
か
け
る
指
名
手
配
ポ
ス

タ
ー
で
注
目
を
集
め
た
。
県
警
は
、
加
齢
に
よ
る
変
化
な
ど
を
加
え
た

１２
パ
タ
ー
ン
の
画
像
も
公
開
し
た
。
だ
が
、
容
疑
者
は
逃
げ
通
し
、
１２

年
に
岡
山
県
内
で
死
亡
し
た
。

　
近
所
の
人
に
よ
る
と
手
配
写
真
と
は
、
全
く
似
て
い
な
か
っ
た
そ
う

だ
。
容
疑
者
だ
と
判
明
し
た
き
っ
か
け
は
、葬
儀
業
者
の
勘
だ
と
い
う
。

「
偽
名
で
は
な
い
か
」と
不
審
に
感
じ
て
警
察
に
通
報
し
た
。

　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
像
は
、
イ
メ
ー
ジ
を
効
果
的
に
伝
え
る
一
方
、

誤
っ
た
先
入
観
を
植
え
付
け
る
場
合
も
あ
る
。
今
話
題
の
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ

Ｐ
Ｔ
な
ど
生
成
Ａ
Ｉ
も
、
た
び
た
び
誤
情
報
や
嘘
を
吐
く
。
経
験
、
知

識
、
勘
、
告
白
…
…
。
ま
だ
ま
だ
人
間
の
力
の
出
番
が
あ
り
そ
う
だ
。

�

（
読
売
新
聞
出
身
　
知
野
　
恵
子
）

自
分
の
写
真
に
追
わ
れ
た
月
日




